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MY OPINION─明日の薬剤師へ─
公益財団法人先端医療振興財団臨床研究情報センターセンター長兼研究事業統括
京都大学名誉教授

福島 雅典
Voice─編集長対談─
神戸大学医学部附属病院薬剤部部長／神戸大学医学部教授

平井 みどり

科
学
者
の
同
胞
た
る
薬
剤
師
よ
、

と
も
に
責
任
と
使
命
を

果
た
し
て
ほ
し
い
。
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福
島 

雅
典

N
o.14
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広島県福山市のファーマシィさんて薬局において、
在宅支援薬局としての新たな取り組みがスタートし
ています。「在宅訪問専任薬剤師の配置」、「無菌
調剤室の設置」、「24時間365日対応」で、緩和ケ
ア・HPN（在宅中心静脈栄養法）などの幅広い
患者さんの受入れが可能な体制を構築しました。 

そこには「処方提案」、「プロトコールの活用」、「カ
ンファレンスへの参加」など、さまざまな医療施
設の在宅チームから必要とされる薬局・薬剤師
の姿があります。
わたしたちは、これからも、在宅医療の質向上に向
けた積極的な取り組みをさらに継続していきます。

たとえば、在宅支援薬局というトライアル──

患者さんの
期待が

聞こえていますか？

わたしたちは、薬剤師の
医療人としての使命について
考えつづけています。

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P02>1 校 
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科学者の同胞たる薬剤師よ、
その自負と誇りにかけて、
ともに責任と使命を
果たしてほしい。

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P04>2 校 2 校 
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公益財団法人先端医療振興財団臨床研究情報センター

センター長兼研究事業統括

京都大学名誉教授

福島 雅典

MY
OPINION
─明日の薬剤師へ─

科学者の同胞たる薬剤師よ、
その自負と誇りにかけて、
ともに責任と使命を
果たしてほしい。

取材／武田 宏
文／清水 洋一
撮影／木内 博
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業
」
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
の
「
橋
渡
し
研
究

支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
２
０
１
２

年
の
「
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
の
だ
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
事
業
に
シ
ー
ズ

の
発
掘
、
選
別
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ

サ
ー
チ
進
捗
管
理
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
支
援
基
盤
整
備
な
ど
を
通
じ
て
サ
ポ

ー
ト
を
展
開
し
、
日
本
の
臨
床
開
発
力
を
日
ご

と
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
存
在
は
、
我
が

国
に
お
け
る
、
唯
一
無
二
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
突
出
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
機
能
を
持
つ
組
織

は
ま
た
、
統
べ
る
人
物
に
求
め
る
も
の
も
過
去

の
規
格
を
超
え
て
い
る
と
想
像
す
る
に
難
く
な

い
。
福
島
氏
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
物
な

の
か
。

■	

医
薬
品
過
剰
使
用
を

	

総
合
科
学
誌
へ
の
論
文
で
指
摘
す
る

　

福
島
氏
は
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
勤
務

時
代
の
１
９
８
９
年
に
総
合
科
学
雑
誌
『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
に
論
文
「T

he overdose of drugs 
in Japan.

（
日
本
に
お
け
る
医
薬
品
の
過
剰
使

用
）」
を
発
表
し
、
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。

が
ん
医
療
の
現
場
で
臨
床
試
験
デ
ー
タ
の
な
い

薬
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
疑
問
を
持

っ
た
こ
と
で
論
文
執
筆
を
決
意
し
た
の
だ
が
、

そ
こ
に
つ
づ
く
臨
床
経
験
、
研
究
経
験
の
中
で

日
本
の
医
薬
品
開
発
の
構
造
的
な
欠
陥
に
も
気

づ
い
て
い
た
。

「
私
は
１
９
８
２
年
に
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

Ｊ
と
い
う
生
理
活
性
物
質
を
発
見
し
、
そ
れ
を

抗
が
ん
剤
に
発
展
開
発
で
き
る
と
考
え
、
取
り

組
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
わ
か
っ
た
の
は
、
日
本
で
は
Ｇ

Ｍ
Ｐ
（Good M

anufacturing Practice

）、

Ｇ
Ｌ
Ｐ
（G

ood Laboratory Practice

）、

Ｇ
Ｃ
Ｐ
（Good Clinical Practice

）
が
ラ
イ

ン
と
し
て
法
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
薬
品
評

価
に
関
し
て
は
で
た
ら
め
と
さ
え
言
え
る
状
況

で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
発
見
や
成
果
を
得
て
も
、
そ
れ

を
速
や
か
に
創
薬
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
臨
床
開
発
環
境
だ
っ
た
の
で
す
」

　

２
０
０
０
年
、
京
都
大
学
大
学
院
は
日
本
初

の
薬
剤
疫
学
分
野
正
規
講
座
で
あ
る
医
学
研
究

科
薬
剤
疫
学
分
野
の
初
代
教
授
に
福
島
氏
を
招

■	
新
し
い
医
薬
品
な
ど
の
実
用
化
へ
の

	
確
か
な
仕
組
み
が
成
立

　

神
戸
市
三
宮
駅
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ

の
道
の
り
を
つ
な
ぐ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
に
乗

り
、
「
医
療
セ
ン
タ
ー（
市
民
病
院
前
）
駅
」
で

下
車
。
改
札
を
出
て
、
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
左
手
で
は
な
く
右
に
進
む
と
す
ぐ
に
、
公

益
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財
団
臨
床
研
究
情

報
セ
ン
タ
ー（T

ranslational R
esearch 

Inform
atics Center

／
以
下
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）
が

見
え
て
く
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
の
一
部

と
し
て
神
戸
市
と
文
部
科
学
省
の
50
％
ず
つ
の

出
資
で
２
０
０
２
年
に
誕
生
し
た
、
我
が
国
の

ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
初
め
て
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
・
解
析
セ
ン
タ
ー
だ
。
現
在
の
場
所
に
地

上
４
階
の
ビ
ル
を
完
成
さ
せ
、
２
０
０
３
年
か

ら
本
格
稼
働
し
た
。

　

２
０
０
３
年
に
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
薬
剤
疫
学
分
野
教
授
と
の
兼
任
で
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の

研
究
事
業
統
括
と
な
り
、
２
０
０
９
年
か
ら
は

セ
ン
タ
ー
長
兼
研
究
事
業
統
括
と
し
て
Ｔ
Ｒ
Ｉ

を
牽
引
す
る
の
が
福
島
雅
典
氏
だ
。

「
ア
カ
デ
ミ
ア
の
、
ア
カ
デ
ミ
ア
に
よ
る
、
ア

カ
デ
ミ
ア
の
た
め
の
統
計
解
析
セ
ン
タ
ー
で

す
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の
10
年
に
及
ぶ
活
動
に
よ
っ
て
基

礎
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
臨
床
に
適
用
し
、

国
民
の
利
益
に
結
び
つ
く
新
し
い
医
薬
品
、
医

療
機
器
、
医
療
技
術
の
実
用
化
へ
の
確
か
な
仕

組
み
が
で
き
上
が
っ
た
と
言
え
ま
す
」

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
公
益
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財

団
の
一
組
織
と
し
て
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ク

ラ
ス
タ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
市
民
の
健

康
増
進
や
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
、
医
療
産

業
の
活
性
化
を
図
り
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想

を
具
現
化
す
る
役
割
を
担
う
。
同
時
に
、
基
礎

的
な
医
学
の
研
究
成
果
を
臨
床
の
場
に
生
か
す

橋
渡
し
研
究
（
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ

ー
チ
）
を
推
進
す
る
た
め
の
情
報
拠
点
と
し

て
、
日
本
の
創
薬
・
臨
床
開
発
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
国
際
的
に
激
化
し
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
を
基
盤
と
す
る
創
薬
・
臨
床
開
発
の
中
で
、

日
本
の
研
究
成
果
が
真
に
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
れ
る
よ
う
、
臨
床
試
験
・
臨
床
研

究
を
支
援
し
、
そ
れ
ら
の
支
援
を
通
じ
て
、
国

民
全
体
の
健
康
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
で
す
」

■	
医
薬
品
開
発
、
医
療
技
術
開
発
は
、

	
事
業
で
あ
り
、
法
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

　

福
島
氏
が
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の
活
動
を
通
じ
て
繰
り
返

し
発
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
に
、

「
医
薬
品
開
発
は
、
臨
床
研
究
の
端
緒
か
ら
薬

事
法
に
沿
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
医
学
研
究
と
言
え
ば

イ
コ
ー
ル
基
礎
研
究
を
指
し
、
そ
の
分
野
に
は

莫
大
な
資
金
と
労
力
が
割
か
れ
、
成
果
も
あ
げ

て
き
た
。
一
方
で
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を

中
心
に
20
世
紀
終
盤
か
ら
世
界
を
舞
台
に
勃
発

し
て
い
る
医
薬
品
開
発
競
争
に
は
、
常
に
後
れ

を
と
り
つ
づ
け
た
。

「
医
薬
品
、
医
療
機
器
、
医
療
技
術
の
研
究
開

発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
は
、
そ
も
そ
も
個
人
の
関
心･

興
味
に
駆
動
さ
れ
る
、
自
由
な
研
究
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
販
に
向
け
て
、
国
際
的
な
法
律
に

も
と
づ
き
、
当
局
か
ら
の
承
認
取
得
を
前
提
と

し
て
、
科
学
と
技
術
を
結
集
し
て
行
う
事
業

（
商
品
開
発
）
か
つ
法
的
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
つ

ま
り
、
薬
事
法
外
の
い
わ
ゆ
る
“
臨
床
研
究
に

関
す
る
倫
理
指
針
”
に
よ
る
臨
床
研
究
の
通
用

す
る
世
界
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
日

本
に
は
、
そ
の
点
に
気
づ
く
人
が
少
な
く
、
ふ

さ
わ
し
く
、
機
能
的
な
仕
組
み
も
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
」

　

そ
れ
を
課
題
と
認
識
し
た
賢
者
た
ち
の
気
持

ち
が
集
結
し
、
国
を
動
か
し
た
の
が
文
部
科
学

省
の
委
託
事
業
で
あ
る
、
２
０
０
４
年
の
「
が

ん
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
事

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P06>2 校 2 校 

【 資料１】臨床研究情報センター （Translational Research Informatics Center：TRI）とは

　基礎的な医学の研究成果を臨床の場に生かしていく橋渡し研究（ トランスレーシ
ョナルリサーチ：TR）を推進するための情報拠点として、我が国で初めて整備され
た研究施設。 
　先端医療センター、クラスター推進センターとともに、公益財団法人先端医療振
興財団の一組織として、市民の皆様の健康増進や地域の医療水準の向上、医療産業
の活性化を図り、神戸医療産業都市構想を具現化して
いる。 
　さらに、国際的に激化しているライフサイエンスを
基盤とする創薬・臨床開発の中で、日本の研究成果が
真に国際的にリーダーシップをとれるように、臨床試
験・臨床研究を支援し、それらの支援を通じて、国民
全体の健康向上に貢献している。
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MY
OPINION

業
」
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
の
「
橋
渡
し
研
究

支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
り
、
２
０
１
２

年
の
「
橋
渡
し
研
究
加
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
の
だ
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
事
業
に
シ
ー
ズ

の
発
掘
、
選
別
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ

サ
ー
チ
進
捗
管
理
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
支
援
基
盤
整
備
な
ど
を
通
じ
て
サ
ポ

ー
ト
を
展
開
し
、
日
本
の
臨
床
開
発
力
を
日
ご

と
に
向
上
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
存
在
は
、
我
が

国
に
お
け
る
、
唯
一
無
二
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
突
出
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
機
能
を
持
つ
組
織

は
ま
た
、
統
べ
る
人
物
に
求
め
る
も
の
も
過
去

の
規
格
を
超
え
て
い
る
と
想
像
す
る
に
難
く
な

い
。
福
島
氏
と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
物
な

の
か
。

■	

医
薬
品
過
剰
使
用
を

	

総
合
科
学
誌
へ
の
論
文
で
指
摘
す
る

　

福
島
氏
は
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
院
勤
務

時
代
の
１
９
８
９
年
に
総
合
科
学
雑
誌
『
ネ
イ

チ
ャ
ー
』
に
論
文
「T

he overdose of drugs 
in Japan.

（
日
本
に
お
け
る
医
薬
品
の
過
剰
使

用
）」
を
発
表
し
、
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。

が
ん
医
療
の
現
場
で
臨
床
試
験
デ
ー
タ
の
な
い

薬
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
疑
問
を
持

っ
た
こ
と
で
論
文
執
筆
を
決
意
し
た
の
だ
が
、

そ
こ
に
つ
づ
く
臨
床
経
験
、
研
究
経
験
の
中
で

日
本
の
医
薬
品
開
発
の
構
造
的
な
欠
陥
に
も
気

づ
い
て
い
た
。

「
私
は
１
９
８
２
年
に
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

Ｊ
と
い
う
生
理
活
性
物
質
を
発
見
し
、
そ
れ
を

抗
が
ん
剤
に
発
展
開
発
で
き
る
と
考
え
、
取
り

組
ん
だ
時
期
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
わ
か
っ
た
の
は
、
日
本
で
は
Ｇ

Ｍ
Ｐ
（Good M

anufacturing Practice

）、

Ｇ
Ｌ
Ｐ
（G

ood Laboratory Practice

）、

Ｇ
Ｃ
Ｐ
（Good Clinical Practice

）
が
ラ
イ

ン
と
し
て
法
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
薬
品
評

価
に
関
し
て
は
で
た
ら
め
と
さ
え
言
え
る
状
況

で
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
発
見
や
成
果
を
得
て
も
、
そ
れ

を
速
や
か
に
創
薬
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
臨
床
開
発
環
境
だ
っ
た
の
で
す
」

　

２
０
０
０
年
、
京
都
大
学
大
学
院
は
日
本
初

の
薬
剤
疫
学
分
野
正
規
講
座
で
あ
る
医
学
研
究

科
薬
剤
疫
学
分
野
の
初
代
教
授
に
福
島
氏
を
招

■	

新
し
い
医
薬
品
な
ど
の
実
用
化
へ
の

	

確
か
な
仕
組
み
が
成
立

　

神
戸
市
三
宮
駅
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ

の
道
の
り
を
つ
な
ぐ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
に
乗

り
、
「
医
療
セ
ン
タ
ー（
市
民
病
院
前
）
駅
」
で

下
車
。
改
札
を
出
て
、
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
の

あ
る
左
手
で
は
な
く
右
に
進
む
と
す
ぐ
に
、
公

益
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財
団
臨
床
研
究
情

報
セ
ン
タ
ー（T

ranslational R
esearch 

Inform
atics Center

／
以
下
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）
が

見
え
て
く
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
の
一
部

と
し
て
神
戸
市
と
文
部
科
学
省
の
50
％
ず
つ
の

出
資
で
２
０
０
２
年
に
誕
生
し
た
、
我
が
国
の

ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
初
め
て
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
・
解
析
セ
ン
タ
ー
だ
。
現
在
の
場
所
に
地

上
４
階
の
ビ
ル
を
完
成
さ
せ
、
２
０
０
３
年
か

ら
本
格
稼
働
し
た
。

　

２
０
０
３
年
に
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
薬
剤
疫
学
分
野
教
授
と
の
兼
任
で
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の

研
究
事
業
統
括
と
な
り
、
２
０
０
９
年
か
ら
は

セ
ン
タ
ー
長
兼
研
究
事
業
統
括
と
し
て
Ｔ
Ｒ
Ｉ

を
牽
引
す
る
の
が
福
島
雅
典
氏
だ
。

「
ア
カ
デ
ミ
ア
の
、
ア
カ
デ
ミ
ア
に
よ
る
、
ア

カ
デ
ミ
ア
の
た
め
の
統
計
解
析
セ
ン
タ
ー
で

す
。
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の
10
年
に
及
ぶ
活
動
に
よ
っ
て
基

礎
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
臨
床
に
適
用
し
、

国
民
の
利
益
に
結
び
つ
く
新
し
い
医
薬
品
、
医

療
機
器
、
医
療
技
術
の
実
用
化
へ
の
確
か
な
仕

組
み
が
で
き
上
が
っ
た
と
言
え
ま
す
」

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
は
公
益
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財

団
の
一
組
織
と
し
て
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ク

ラ
ス
タ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
市
民
の
健

康
増
進
や
地
域
の
医
療
水
準
の
向
上
、
医
療
産

業
の
活
性
化
を
図
り
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想

を
具
現
化
す
る
役
割
を
担
う
。
同
時
に
、
基
礎

的
な
医
学
の
研
究
成
果
を
臨
床
の
場
に
生
か
す

橋
渡
し
研
究
（
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ

ー
チ
）
を
推
進
す
る
た
め
の
情
報
拠
点
と
し

て
、
日
本
の
創
薬
・
臨
床
開
発
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
国
際
的
に
激
化
し
て
い
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
を
基
盤
と
す
る
創
薬
・
臨
床
開
発
の
中
で
、

日
本
の
研
究
成
果
が
真
に
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
れ
る
よ
う
、
臨
床
試
験
・
臨
床
研

究
を
支
援
し
、
そ
れ
ら
の
支
援
を
通
じ
て
、
国

民
全
体
の
健
康
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
で
す
」

■	

医
薬
品
開
発
、
医
療
技
術
開
発
は
、

	

事
業
で
あ
り
、
法
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

　

福
島
氏
が
Ｔ
Ｒ
Ｉ
の
活
動
を
通
じ
て
繰
り
返

し
発
し
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
に
、

「
医
薬
品
開
発
は
、
臨
床
研
究
の
端
緒
か
ら
薬

事
法
に
沿
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
医
学
研
究
と
言
え
ば

イ
コ
ー
ル
基
礎
研
究
を
指
し
、
そ
の
分
野
に
は

莫
大
な
資
金
と
労
力
が
割
か
れ
、
成
果
も
あ
げ

て
き
た
。
一
方
で
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を

中
心
に
20
世
紀
終
盤
か
ら
世
界
を
舞
台
に
勃
発

し
て
い
る
医
薬
品
開
発
競
争
に
は
、
常
に
後
れ

を
と
り
つ
づ
け
た
。

「
医
薬
品
、
医
療
機
器
、
医
療
技
術
の
研
究
開

発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
は
、
そ
も
そ
も
個
人
の
関
心･

興
味
に
駆
動
さ
れ
る
、
自
由
な
研
究
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
販
に
向
け
て
、
国
際
的
な
法
律
に

も
と
づ
き
、
当
局
か
ら
の
承
認
取
得
を
前
提
と

し
て
、
科
学
と
技
術
を
結
集
し
て
行
う
事
業

（
商
品
開
発
）
か
つ
法
的
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
つ

ま
り
、
薬
事
法
外
の
い
わ
ゆ
る
“
臨
床
研
究
に

関
す
る
倫
理
指
針
”
に
よ
る
臨
床
研
究
の
通
用

す
る
世
界
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
日

本
に
は
、
そ
の
点
に
気
づ
く
人
が
少
な
く
、
ふ

さ
わ
し
く
、
機
能
的
な
仕
組
み
も
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
」

　

そ
れ
を
課
題
と
認
識
し
た
賢
者
た
ち
の
気
持

ち
が
集
結
し
、
国
を
動
か
し
た
の
が
文
部
科
学

省
の
委
託
事
業
で
あ
る
、
２
０
０
４
年
の
「
が

ん
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
サ
ー
チ
事

PROFILE
（ふくしま・まさのり）
1973年	 名古屋大学医学部卒業
	 名古屋第二赤十字病院
1974年	 京都大学大学院医学研究科生理系専攻（医科学第一講座）
1976年	 浜松医科大学文部教官助手（生化学第一講座）
1978年	 愛知県がんセンター病院内科診療科医長
2000年	 京都大学大学院医学研究科薬剤疫学分野教授
2001年	 京都大学医学部附属病院探索医療センター検証部教授（薬剤疫学分野兼任）
2003年	 公益財団法人先端医療振興財団臨床研究情報センター研究事業統括（併任）
	 京都大学医学部附属病院外来化学療法部長（兼任）
2009年	 京都大学名誉教授
	 公益財団法人先端医療振興財団臨床研究情報センターセンター長兼研究事業統括

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P07>2 校 
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な
っ
て
か
な
り
た
つ
が
、
あ
ら
た
め
て
、
潜
在

力
あ
る
若
者
が
能
力
を
伸
ば
す
そ
の
時
期
に
、

何
か
ら
ど
ん
な
感
化
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
志

を
育
て
る
か
の
重
大
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
福

島
氏
の
友
人
の
死
に
際
し
て
の
感
受
性
が
、
数

十
年
後
の
日
本
の
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

の
国
益
を
救
っ
て
い
る
と
の
解
釈
は
、
決
し
て

大
げ
さ
す
ぎ
る
と
は
思
わ
な
い
。

■	

薬
剤
師
の
皆
さ
ん
！

	

法
律
を
知
り
、
歴
史
か
ら
学
べ

　

福
島
氏
の
、
薬
剤
師
へ
向
け
て
の
エ
ー
ル
は

明
快
だ
。

「
薬
剤
師
は
、
医
師
に
と
っ
て
は
チ
ー
ム
医
療

の
仲
間
で
す
。
と
も
に
科
学
者
と
し
て
の
自
負

と
誇
り
の
も
と
に
、
人
類
社

会
に
貢
献
す
る
責
任
と
使
命

を
帯
び
た
同
胞
で
す
。
い
っ

し
ょ
に
学
び
、
働
き
、
よ
り

良
い
社
会
へ
の
貢
献
を
競
い

ま
し
ょ
う
」

　

医
療
人
の
先
達
と
し
て
、

後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添

え
て
く
れ
た
。

「
一
般
市
民
も
そ
う
で
す
が
、

私
た
ち
医
療
人
は
特
に
、
法

律
の
う
え
に
生
き
、
仕
事
を

し
て
い
る
自
覚
を
強
く
す
べ

き
で
す
。
た
と
え
ば
、
現
在

の
薬
剤
師
の
活
躍
が
ど
こ
に

立
脚
し
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
１
９
９
２
年
の
医
療
法

の
改
正
が
医
薬
分
業
を
推
進

し
て
今
が
あ
る
と
知
っ
て
い

て
ほ
し
い
。
医
師
も
薬
剤
師

も
国
家
資
格
を
持
っ
て
働
き

ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
法
律
の

も
と
に
定
め
ら
れ
た
資
格
。

い
つ
、
ど
ん
な
経
緯
で
で
き

た
ど
ん
な
法
律
が
今
の
自
分

の
足
場
を
つ
く
っ
て
い
る
か

を
、
常
に
意
識
し
て
い
る
べ

き
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
歴

史
を
学
び
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
歴
史
か
ら
学
ば
な
い
者
に
は
、
未
来

は
な
い
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　

科
学
者
か
ら
科
学
者
の
同
胞
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
あ
る
。

「
日
本
語
に
は
科
学
技
術
と
い
う
言
葉
が
存
在

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
に
は
科
学
と

技
術
が
合
体
し
た
言
葉
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
科
学
と
技
術
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の

だ
か
ら
で
す
。
前
者
に
は
、
善
悪
の
基
準
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
後
者
に
は
明
確
に
あ
り
ま
す
。

　

哲
学
な
き
科
学
は
凶
器
に
な
り
ま
す
。
ひ
と

た
び
科
学
が
技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
い
た

る
や
、
期
待
さ
れ
る
利
便
と
は
裏
腹
に
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
災
厄
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
帯

び
て
し
ま
う
現
実
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
科
学
を
技
術
と
し
て
生

活
に
用
い
る
に
あ
た
っ
て
便
益
を
極
大
に
し
、

リ
ス
ク
を
極
小
に
す
る
努
力
を
つ
づ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
急
先
鋒
に
い
る
の
が
医

師
で
あ
り
、
薬
剤
師
な
の
で
す
」

　

２
０
１
３
年
５
月
現
在
、
「
橋
渡
し
研
究
支

援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
橋
渡
し
研
究
加
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
登
録

さ
れ
た
開
発
シ
ー
ズ
の
う
ち
、
治
験
届
提
出
に

い
た
っ
た
案
件
数
は
21
（【
資
料
３
】
参
照
）。

そ
の
中
に
は
、
人
工
股
関
節
や
胎
児
心
電
図
と

い
っ
た
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
大

成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
語
る
と
き
の
福
島

氏
は
、
シ
ン
プ
ル
に
誇
ら
し
げ
だ
。
た
だ
、
心

の
眼ま

な
こ

は
目
の
前
の
一
覧
表
に
で
は
な
く
、
科
学

と
技
術
、
法
律
と
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
人
々

の
幸
せ
に
向
け
て
鋭
く
注
が
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

い
た
。
１
９
８
９
年
の
あ
の
論
文
が
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
、
自
認
す
る
招
聘
だ
っ
た
。

　

同
講
座
を
舞
台
に
副
作
用
の
事
例
研
究
や
薬

害
防
止
、
画
期
的
な
患
者
登
録
や
電
子
カ
ル
テ

の
２
次
利
用
な
ど
に
取
り
組
む
一
方
、
２
０
０

１
年
か
ら
は
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
探
索

医
療
セ
ン
タ
ー
検
証
部
教
授
を
兼
任
し
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

の
指
揮
を
任
さ
れ
る
。
京
都
大
学
は
、
福
島
氏

の
見
識
が
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

に
及
ぶ
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

以
来
こ
の
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
徐
々
に
深
め

る
中
、
２
０
０
２
年
に
設
置
さ
れ
た
施
設
検
討

委
員
会
の
委
員
も
引
き
受
け
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
誕
生
の

予
備
段
階
か
ら
国
を
あ
げ
た
意
欲
的
な
研
究
事

業
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
。

■	

植
物
へ
の
憧
憬
、
生
化
学
へ
の
興
味

	

失
っ
た
友
人
の
思
い
を
念
じ
て
の
志

　

植
物
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
植
物
図
鑑
を
眺

め
な
が
ら
植
物
学
者
に
な
る
夢
を
育
む
小
学
生

だ
っ
た
そ
う
だ
。
中
学
時
代
も
夢
を
あ
た
た
め

て
す
ご
し
、
高
校
で
大
学
受
験
を
意
識
し
始
め

た
と
き
に
、
現
実
的
な
選
択
と
し
て
生
化
学
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
、
そ
れ
を
学
ぶ
場
と
し
て
の
医

学
部
へ
と
い
う
進
路
を
見
定
め
る
。

「
こ
こ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ
て

現
在
の
職
に
就
い
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

あ
の
こ
ろ
の
夢
の
延
長
線
上
に
生
き
て
い
る
感

覚
で
す
。
特
に
、
京
都
大
学
の
早
石
修
先
生

（
現
：
大
阪
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
理
事

長
）
の
医
化
学
教
室
で
生
化
学
を
学
ん
だ
こ
と

が
科
学
者
と
し
て
の
基
礎
を
養
っ
て
く
れ
、
研

究
者
と
し
て
の
原
動
力
を
授
け
て
く
れ
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
」

　

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
凡
百
な

基
礎
研
究
者
に
な
り
、
象
牙
の
塔

に
こ
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
生
化
学
を
愛
し
な
が
ら
も
、

臨
床
に
出
る
機
会
、
要
請
が
あ
れ

ば
柔
軟
に
取
り
組
ん
だ
。

「
臨
床
を
や
る
な
ら
、
が
ん
だ
。

ず
い
ぶ
ん
早
く
か
ら
そ
ん
な
決
意

が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
」

　

研
究
に
も
臨
床
に
も
等
し
く
力

を
注
ぐ
。
そ
の
姿
勢
の
理
由
を
問

う
と
、
し
ば
し
間
を
置
き
、
述
懐

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

「
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
が
い
ま

し
た
。
と
て
も
優
秀
な
奴
で
、
大

学
は
東
京
大
学
へ
。
名
古
屋
大
学

へ
進
ん
だ
私
と
は
離
れ
ば
な
れ
で

す
が
、
手
紙
を
往
復
し
て
出
し
合

い
ま
し
た
。
手
紙
の
中
味
？
激
論

で
す
（
笑
）。
学
生
運
動
が
吹
き

荒
れ
る
時
代
で
、
彼
は
民
青
の
活

動
家
に
な
っ
た
の
で
す
。
学
生
運

動
か
ら
は
距
離
を
置
く
私
と
彼
の

間
に
は
、
交
わ
す
べ
き
意
見
が
山

ほ
ど
あ
っ
た
。
意
見
の
違
い
か
ら

何
度
も
衝
突
し
ま
し
た
が
、
親
友
で
あ
り
つ
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
３
年
の
春
に
、
電
報
が
届

き
、
彼
が
白
血
病
で
落
命
し
た
と
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
あ
の
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
化

学
へ
の
興
味
だ
け
で
勉
強
し
て
い
た
私
の
中

に
、
『
社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
を
す
る
責
務
』

と
い
う
視
点
が
芽
生
え
た
の
は
。
彼
が
思
い
描

い
て
い
た
理
想
の
社
会
、
そ
の
た
め
に
し
よ
う

と
し
て
い
た
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
自
身
で
か

な
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
無
念
。
受
け

止
め
き
れ
な
い
ほ
ど
の
彼
へ
の
思
い
が
、
自
分

の
興
味
だ
け
を
満
た
し
て
満
足
す
る
人
生
を
た

し
な
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
一
助
に
な
る
べ

く
、
生
化
学
と
医
学
を
修
め
る
。
そ
の
所
信
に

忠
実
に
歩
ん
だ
結
果
、
日
本
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
成
立
さ
せ
る
活
動
で
は
旗
手

の
役
割
を
果
た
し
た
。
臨
床
の
現
場
で
の
薬
剤

過
剰
使
用
の
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
重
要
性
に

気
づ
き
、
実
践
し
た
。

　
「
青
雲
の
志
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
な
く ＊同講座HPより

【資料２】我が国アカデミアにおけるイノベーション創出事業の歴史
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2003　2004　2005　2006　2007　2008　2009　2010　2011　2012

★神戸市にTRIを設置

2012年〜
厚労省日本主導型グローバル
臨床研究体制整備事業

2012年〜
文科省橋渡し研究加速ネットワークプログラム

2007〜2011年
文科省橋渡し研究支援推進プログラム

2004〜2008年
文科省がんトランスレーショナル・リサーチ事業

2011／2012年〜
厚労省早期・探索的臨床試験拠点整備事業
　　　臨床研究中核病院整備事業
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MY
OPINION

な
っ
て
か
な
り
た
つ
が
、
あ
ら
た
め
て
、
潜
在

力
あ
る
若
者
が
能
力
を
伸
ば
す
そ
の
時
期
に
、

何
か
ら
ど
ん
な
感
化
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
志

を
育
て
る
か
の
重
大
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
福

島
氏
の
友
人
の
死
に
際
し
て
の
感
受
性
が
、
数

十
年
後
の
日
本
の
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

の
国
益
を
救
っ
て
い
る
と
の
解
釈
は
、
決
し
て

大
げ
さ
す
ぎ
る
と
は
思
わ
な
い
。

■	

薬
剤
師
の
皆
さ
ん
！

	

法
律
を
知
り
、
歴
史
か
ら
学
べ

　

福
島
氏
の
、
薬
剤
師
へ
向
け
て
の
エ
ー
ル
は

明
快
だ
。

「
薬
剤
師
は
、
医
師
に
と
っ
て
は
チ
ー
ム
医
療

の
仲
間
で
す
。
と
も
に
科
学
者
と
し
て
の
自
負

と
誇
り
の
も
と
に
、
人
類
社

会
に
貢
献
す
る
責
任
と
使
命

を
帯
び
た
同
胞
で
す
。
い
っ

し
ょ
に
学
び
、
働
き
、
よ
り

良
い
社
会
へ
の
貢
献
を
競
い

ま
し
ょ
う
」

　

医
療
人
の
先
達
と
し
て
、

後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添

え
て
く
れ
た
。

「
一
般
市
民
も
そ
う
で
す
が
、

私
た
ち
医
療
人
は
特
に
、
法

律
の
う
え
に
生
き
、
仕
事
を

し
て
い
る
自
覚
を
強
く
す
べ

き
で
す
。
た
と
え
ば
、
現
在

の
薬
剤
師
の
活
躍
が
ど
こ
に

立
脚
し
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
１
９
９
２
年
の
医
療
法

の
改
正
が
医
薬
分
業
を
推
進

し
て
今
が
あ
る
と
知
っ
て
い

て
ほ
し
い
。
医
師
も
薬
剤
師

も
国
家
資
格
を
持
っ
て
働
き

ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
法
律
の

も
と
に
定
め
ら
れ
た
資
格
。

い
つ
、
ど
ん
な
経
緯
で
で
き

た
ど
ん
な
法
律
が
今
の
自
分

の
足
場
を
つ
く
っ
て
い
る
か

を
、
常
に
意
識
し
て
い
る
べ

き
で
す
。
そ
れ
は
ま
た
、
歴

史
を
学
び
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
歴
史
か
ら
学
ば
な
い
者
に
は
、
未
来

は
な
い
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
」

　

科
学
者
か
ら
科
学
者
の
同
胞
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
あ
る
。

「
日
本
語
に
は
科
学
技
術
と
い
う
言
葉
が
存
在

し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
英
語
に
は
科
学
と

技
術
が
合
体
し
た
言
葉
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
科
学
と
技
術
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の

だ
か
ら
で
す
。
前
者
に
は
、
善
悪
の
基
準
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
後
者
に
は
明
確
に
あ
り
ま
す
。

　

哲
学
な
き
科
学
は
凶
器
に
な
り
ま
す
。
ひ
と

た
び
科
学
が
技
術
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
い
た

る
や
、
期
待
さ
れ
る
利
便
と
は
裏
腹
に
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
災
厄
を
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
帯

び
て
し
ま
う
現
実
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
科
学
を
技
術
と
し
て
生

活
に
用
い
る
に
あ
た
っ
て
便
益
を
極
大
に
し
、

リ
ス
ク
を
極
小
に
す
る
努
力
を
つ
づ
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
急
先
鋒
に
い
る
の
が
医

師
で
あ
り
、
薬
剤
師
な
の
で
す
」

　

２
０
１
３
年
５
月
現
在
、
「
橋
渡
し
研
究
支

援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
橋
渡
し
研
究
加
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
登
録

さ
れ
た
開
発
シ
ー
ズ
の
う
ち
、
治
験
届
提
出
に

い
た
っ
た
案
件
数
は
21
（【
資
料
３
】
参
照
）。

そ
の
中
に
は
、
人
工
股
関
節
や
胎
児
心
電
図
と

い
っ
た
世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
で
あ
ろ
う
大

成
果
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
成
果
に
つ
い
て
語
る
と
き
の
福
島

氏
は
、
シ
ン
プ
ル
に
誇
ら
し
げ
だ
。
た
だ
、
心

の
眼ま

な
こ

は
目
の
前
の
一
覧
表
に
で
は
な
く
、
科
学

と
技
術
、
法
律
と
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
人
々

の
幸
せ
に
向
け
て
鋭
く
注
が
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

い
た
。
１
９
８
９
年
の
あ
の
論
文
が
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
、
自
認
す
る
招
聘
だ
っ
た
。

　

同
講
座
を
舞
台
に
副
作
用
の
事
例
研
究
や
薬

害
防
止
、
画
期
的
な
患
者
登
録
や
電
子
カ
ル
テ

の
２
次
利
用
な
ど
に
取
り
組
む
一
方
、
２
０
０

１
年
か
ら
は
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
探
索

医
療
セ
ン
タ
ー
検
証
部
教
授
を
兼
任
し
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

の
指
揮
を
任
さ
れ
る
。
京
都
大
学
は
、
福
島
氏

の
見
識
が
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ

に
及
ぶ
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

以
来
こ
の
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
徐
々
に
深
め

る
中
、
２
０
０
２
年
に
設
置
さ
れ
た
施
設
検
討

委
員
会
の
委
員
も
引
き
受
け
、
Ｔ
Ｒ
Ｉ
誕
生
の

予
備
段
階
か
ら
国
を
あ
げ
た
意
欲
的
な
研
究
事

業
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
。

■	

植
物
へ
の
憧
憬
、
生
化
学
へ
の
興
味

	

失
っ
た
友
人
の
思
い
を
念
じ
て
の
志

　

植
物
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
植
物
図
鑑
を
眺

め
な
が
ら
植
物
学
者
に
な
る
夢
を
育
む
小
学
生

だ
っ
た
そ
う
だ
。
中
学
時
代
も
夢
を
あ
た
た
め

て
す
ご
し
、
高
校
で
大
学
受
験
を
意
識
し
始
め

た
と
き
に
、
現
実
的
な
選
択
と
し
て
生
化
学
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
、
そ
れ
を
学
ぶ
場
と
し
て
の
医

学
部
へ
と
い
う
進
路
を
見
定
め
る
。

「
こ
こ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ
て

現
在
の
職
に
就
い
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

あ
の
こ
ろ
の
夢
の
延
長
線
上
に
生
き
て
い
る
感

覚
で
す
。
特
に
、
京
都
大
学
の
早
石
修
先
生

（
現
：
大
阪
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
理
事

長
）
の
医
化
学
教
室
で
生
化
学
を
学
ん
だ
こ
と

が
科
学
者
と
し
て
の
基
礎
を
養
っ
て
く
れ
、
研

究
者
と
し
て
の
原
動
力
を
授
け
て
く
れ
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
」

　

た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
凡
百
な

基
礎
研
究
者
に
な
り
、
象
牙
の
塔

に
こ
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
生
化
学
を
愛
し
な
が
ら
も
、

臨
床
に
出
る
機
会
、
要
請
が
あ
れ

ば
柔
軟
に
取
り
組
ん
だ
。

「
臨
床
を
や
る
な
ら
、
が
ん
だ
。

ず
い
ぶ
ん
早
く
か
ら
そ
ん
な
決
意

が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
」

　

研
究
に
も
臨
床
に
も
等
し
く
力

を
注
ぐ
。
そ
の
姿
勢
の
理
由
を
問

う
と
、
し
ば
し
間
を
置
き
、
述
懐

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

「
中
学
時
代
か
ら
の
親
友
が
い
ま

し
た
。
と
て
も
優
秀
な
奴
で
、
大

学
は
東
京
大
学
へ
。
名
古
屋
大
学

へ
進
ん
だ
私
と
は
離
れ
ば
な
れ
で

す
が
、
手
紙
を
往
復
し
て
出
し
合

い
ま
し
た
。
手
紙
の
中
味
？
激
論

で
す
（
笑
）。
学
生
運
動
が
吹
き

荒
れ
る
時
代
で
、
彼
は
民
青
の
活

動
家
に
な
っ
た
の
で
す
。
学
生
運

動
か
ら
は
距
離
を
置
く
私
と
彼
の

間
に
は
、
交
わ
す
べ
き
意
見
が
山

ほ
ど
あ
っ
た
。
意
見
の
違
い
か
ら

何
度
も
衝
突
し
ま
し
た
が
、
親
友
で
あ
り
つ
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
３
年
の
春
に
、
電
報
が
届

き
、
彼
が
白
血
病
で
落
命
し
た
と
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。
あ
の
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生
化

学
へ
の
興
味
だ
け
で
勉
強
し
て
い
た
私
の
中

に
、
『
社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
を
す
る
責
務
』

と
い
う
視
点
が
芽
生
え
た
の
は
。
彼
が
思
い
描

い
て
い
た
理
想
の
社
会
、
そ
の
た
め
に
し
よ
う

と
し
て
い
た
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
自
身
で
か

な
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
無
念
。
受
け

止
め
き
れ
な
い
ほ
ど
の
彼
へ
の
思
い
が
、
自
分

の
興
味
だ
け
を
満
た
し
て
満
足
す
る
人
生
を
た

し
な
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
一
助
に
な
る
べ

く
、
生
化
学
と
医
学
を
修
め
る
。
そ
の
所
信
に

忠
実
に
歩
ん
だ
結
果
、
日
本
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
成
立
さ
せ
る
活
動
で
は
旗
手

の
役
割
を
果
た
し
た
。
臨
床
の
現
場
で
の
薬
剤

過
剰
使
用
の
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
ト

ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
重
要
性
に

気
づ
き
、
実
践
し
た
。

　
「
青
雲
の
志
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
な
く

【資料３】第１期・第２期プログラム登録シーズの開発実績（2007年8月〜2013年５月１日）
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治験届提出（21）（下線は医師主導治験） ライセンスアウト（22） 先進医療承認（8）（A、B／旧第２、３項）
人工手関節 　 GVHD体外診断薬 　 膵島移植 　

人工股関節 　 金マーカ刺入キット 　 遠赤外線乾式均等和温装置

SVN-2B ペプチドワクチン 　 胃癌アッセイキット 　 ゼラチンハイドロゲル

自家骨髄間葉系幹細胞 　 X線治療装置用動体追跡装置 　 レプチン

Nアセチルノイラミン酸 　 エキノコックス症イムノクロマト迅速キット 　 γδＴ細胞・ゾレドロン酸

HGF 　 Aconitate,i-methyl adenosine 　 エポエチンβ

胎児心電図装置 　 高弾性ステント 　 脊髄損傷治療技術

トレハロース 　 トレハロース 　 自家培養口腔粘膜細胞シート 　

頻脈治療薬 　 ナノミセル 　 製造販売承認申請（5）
小児補助人工心臓 　 培養骨芽細胞様細胞 　 金マーカ刺入キット

人工真皮 　 胃癌・膵癌バイオマーカー 　 内視鏡手術ナビゲーター

レプチン 　 抗FGF2アプタマー 　 X線治療装置用動体追跡装置

抗体（癌領域） 　 レプチン 　 頻脈治療薬

レザフィリンPDレーザ 　 生体活性チタンデバイス 　 レプチン

WT1ペプチドワクチン 　 人工真皮 　 製造販売承認取得（5）
筋芽細胞シート 　 WT1ペプチドワクチン 　 内視鏡手術ナビゲーター

マラリアワクチン（BK-SE36/CpG-ODN） 　 BK-UM 　 金マーカ刺入キット

BK-UM 　 HVJ-E 　 X線治療装置用動体追跡装置

細胞分離装置 　 筋芽細胞シート 　 ベクトル表示変換心電図計

膝関節軟骨再生 　 ラミニン511フラグメントおよびその誘導体 　 レプチン

PLGAナノ粒子 　 低侵襲子宮着床能測定装置 　

保険医療化（2） 生体吸収性GBR膜

内視鏡手術ナビゲーター 　

金マーカ刺入キット 　

黒字：第１期登録シーズ　青字：第１期登録シーズかつ第２期登録シーズ　赤字：第２期登録シーズ 2007年度〜2011年度文部科学省　橋渡し研究支援推進プログラム
2012年度〜　　　　　文部科学省　橋渡し研究加速ネットワークプログラム
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　福島氏の回顧にあった民青と
は、正式には日本民主青年同盟と
いう日本共産党系の青年組織のこ
と。1969年を頂点に昂揚した学生
運動の一大勢力で、全共闘や新左
翼といった勢力とは対立する関係
にあった。その当時の大事件のひ
とつが、東京大学を舞台にした
「安田講堂事件」だ。

●
　1969年１月18日から翌19日にか
けて、警視庁警備部機動隊がバリ
ケードを築き東京大学本郷キャン
パス安田講堂に立て籠もる全共闘
（東大闘争全学共闘会議）を中心
とした学生グループの排除作戦を
敢行した。それが、「安田講堂事
件」である。大学の要請を受けて
出動していた8,000人を超える機
動隊が、角材や火炎瓶で武装した
学生勢力と衝突。立て籠もり学生
との攻防戦の様子は、テレビで全
国に届けられた。
　国民注視の中で進んだ攻防戦
は、丸２日かけて19日夕刻に終
結。逮捕者は、600人以上に達し
た。登録医制度反対などを唱えた
「インターン闘争」に端を発し、
大学解体をめざした東大紛争（東
大闘争）の象徴であった「安田講
堂の封鎖」が解除された。

●
　安田講堂の正式名称は、東京大

学大講堂。収容人数は、1,144席
（３階席／ 728席、４階席／ 416
席）。安田財閥の創始者・安田善
次郎氏が匿名を条件に寄付し建設
されたが、後にテロで暗殺された
同氏を偲び、一般に安田講堂と呼
ばれるようになった。
　1996年に登録有形文化財に登録
された。

●
　東京帝国大学建築学科の建築家
・内田祥三（のちの総長）が基本
設計を行い、弟子の岸田日出刀が
建築計画を担当した。1921年（大
正10年）に起工、関東大震災によ
る工事中断を経て1925年（大正14
年）７月６日に竣工した。
　工事中の震災発生にも被害を受
けることがなかったのに加え、他
の建物が多く倒壊したため、復興
計画の中で結果的に安田講堂を中
心とした現在のキャンパスレイア
ウトができ上がった。

●

　安田講堂事件以来、荒廃し放置
されていた安田講堂だったが、
1988年（昭和63年）から1994年
（平成６年）にかけて大改修工事
が実施され、東京大学のシンボル
としてよみがえった。1991年から
は卒業式、学位記授与式の会場と
して使用されるようになる。
　2013年夏に総工費12億円超の予
算、約20 ヵ月の予定で再び全面
改修工事に入った。

●
　安田講堂前の広場の地下には定
食メニューを多く取りそろえた中
央食堂が、また講堂の裏側には食
料品や東大グッズを扱う生協第二
購買部、24時間営業のため理系の
学生に重宝されているコンビニエ
ンスストア、学生・教職員を対象
に診療を行う保健センター、国内
外さまざまな旅行の手続きを請け
負うトラベルセンター、あらゆる
相談に対応するなんでも相談コー
ナーなどさまざまな施設が連な
り、キャンパスライフの中心地と
なっている。
　昔日の大事件を見知る者には、
現在の平穏な姿は感慨深いことだ
ろう。

FOYER（ホワイエ）は、

ほっと一息つく休憩の場──。

ここでは、

『MY OPINION』の取材中に出会った

場所やものをご紹介します。

安田講堂
─東京大学大講堂─

（東京都文京区）

DATA
安田講堂─東京大学大講堂─
所在地：〒113-8654 東京都文京区本郷7-3-1

講堂の建つ場所は、思いのほか、小高い丘の上
である。白いフェンスは改修工事のためのもの

秋の午後の講堂前。色づく銀杏並木や講堂をバッ
クに、記念撮影する人が途切れない

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P10>2 校 
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神戸大学医学部附属病院薬剤部部長／神戸大学医学部教授

平井 みどり

聞き手／『ターンアップ』編集長：武田 宏

編集長対談

神戸大学医学部附属病院薬剤部部長であり、

神戸大学医学部教授でもある平井みどり氏は、

薬剤師資格と医師資格を両方持つ数少ない医療人でもある。

ファーマコゲノミクスに取り組み、テーラーメイド薬物療法を提唱する。

医療薬学界の第一人者として注目される多忙な日々の中で、

医療のあるべき姿を真剣に考えている。

ヴォイス ─────────── o i ce

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P11>2 校 
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テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
薬
物
療
法
は
、

遺
伝
子
解
析
以
外
で
も
成
立
す
る

│
│
病
院
薬
剤
師
の
活
躍
の
場
が
広
が
る
流
れ
は
、

こ
こ
当
分
つ
づ
き
そ
う
で
す
ね
。

平
井　

こ
れ
ま
で
の
薬
剤
師
は
、
処
方
せ
ん
を
受
け

取
っ
て
か
ら
が
勝
負
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
薬
剤

師
は
、
そ
れ
以
前
に
勝
負
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
際
の
強
力
な
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
が
、
た
と
え

ば
遺
伝
子
情
報
や
遺
伝
子
治
療
技
術
で
す
。

│
│
平
井
先
生
が
研
究
さ
れ
て
い
る
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
薬
物
療
法
の
こ
と
で
す
ね
。

平
井　

広
い
意
味
で
の
、
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス

（Pharm
acogenom

ics

／
薬
理
ゲ
ノ
ム
学
）
に
属

す
る
こ
と
で
す
が
、
私
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
診
療
科
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
薬

物
代
謝
酵
素
、
薬
物
輸
送
担
体
な
ど
の
薬
物
体
内
動

態
を
規
定
す
る
因
子
と
、
治
療
効
果
や
副
作
用
発
現

に
関
与
す
る
各
種
因
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
遺
伝

子
多
型
や
検
体
中
に
お
け
る
遺
伝
子
発
現
量
等
の
解

析
を
行
い
、
治
療
の
個
別
化
・
最
適
化
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

│
│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

平
井　

実
際
に
投
与
す
る
以
前
に
、
遺
伝
子
情
報
か

ら
「
こ
の
患
者
さ
ん
に
、
こ
の
薬
物
を
こ
の
量
で
は

効
き
す
ぎ
ま
す
」、
「
こ
の
症
例
の
場
合
、
こ
の
患

者
さ
ん
に
は
こ
ち
ら
の
薬
の
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

│
│
抗
生
剤
や
抗
が
ん
剤
で
は
、
そ
う
い
っ
た
技
術

が
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

平
井　

た
と
え
ば
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
依
存
性
血
液
凝
固
因
子
合
成
酵
素
の
遺
伝
子
多
型

が
効
果
に
影
響
が
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
で
投
与
計
画
を
個
別
に
テ

ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
抗

が
ん
剤
、
特
に
あ
る
種
の
分
子
標
的
薬
で
は
、
遺
伝

子
の
変
異
の
有
無
が
効
果
を
決
定
し
ま
す
か
ら
、
遺

伝
子
検
査
は
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
基
本
的
に
情
報
収
集
が
得
意
で
す
か
ら

薬
剤
情
報
と
患
者
さ
ん
の
遺
伝
子
情
報
を
す
り
あ
わ

せ
る
業
務
は
苦
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
そ
う
い
っ

た
得
意
技
を
処
方
設
計
に
積
極
的
に
生
か
し
て
い
け

る
わ
け
で
す
。

　
│
│
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
薬
物
療
法
の
確
立
に
は
、
と
て
も
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

伝
統
的
に
進
取
の
気
質
が
あ
る

兵
庫
県
の
病
院
薬
剤
部
と
薬
剤
師

│
│
病
院
薬
剤
師
が
病
棟
業
務
に
進
出
し
、
臨
床
で

活
躍
す
る
状
況
は
薬
剤
師
界
全
体
に
好
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
特
に
兵
庫
県
の
病
院

薬
剤
部
は
、
レ
ジ
デ
ン
ト
制
を
他
に
先
駆
け
て
実
施

す
る
な
ど
特
筆
す
べ
き
活
発
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

平
井　

当
院
は
神
戸
薬
科
大
学
の
非
常
勤
職
員
の
立

場
の
薬
剤
師
を
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
受
け
入
れ
る
少

々
特
殊
な
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院
や
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
も
レ
ジ
デ
ン
ト
制
を
実
施
し

て
お
り
、
兵
庫
県
は
他
県
に
く
ら
べ
て
薬
剤
師
卒
後

研
修
に
積
極
的
で
す
。

│
│
薬
学
教
育
が
６
年
制
に
な
っ
て
ほ
っ
と
一
息
で

は
な
い
。
医
師
が
初
期
臨
床
研
修
を
必
修
化
し
た
よ

う
に
、
卒
後
教
育
の
整
備
が
な
け
れ
ば
薬
剤
師
の
臨

床
で
の
活
躍
は
な
い
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
受
け

取
れ
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
や
神
戸
市
の
関
係
者
の
胸
の
中
に

は
、
少
な
か
ら
ず
そ
う
い
っ
た
思
い
が
共
有
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。

│
│
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
の
施
策
に
任
せ
き
り
で

な
く
、
自
ら
最
善
策
を
探
る
姿
勢
は
、
他
の
都
道
府

県
に
く
ら
べ
際
立
ち
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
の
病
院
薬
剤
師
に
は
進
取
の
気
質
が

伝
統
的
に
あ
る
よ
う
で
、
た
と
え
ば
、
服
薬
指
導
業

務
に
進
出
し
た
の
も
と
て
も
早
か
っ
た
で
す
。
兵
庫

県
病
院
薬
剤
師
会
が
主
催
す
る
「
新
入
局
者
１
泊
研

修
会
」
は
、
県
内
の
病
院
に
入
局
し
た
新
人
薬
剤
師

が
集
ま
り
１
泊
２
日
で
学
び
、
交
流
を
深
め
る
研
修

で
す
が
、
20
年
以
上
前
か
ら
地
道
に
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

隣
を
見
て
身
の
振
り
方
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
方
が
多
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。

│
│
県
の
病
院
薬
剤
師
会
が
、
そ
う
い
っ
た
気
風
を

牽
引
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
レ
ジ
デ
ン
ト
制
も
、

兵
庫
県
病
院
薬
剤
師
会
が
意
見
を
一
致
さ
せ
て
進
め

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
病
院
薬
剤
師
会
の
活
動
は
き
わ
め
て

活
発
で
す
。
総
会
に
は
毎
年
１
５
０
名
か
ら
２
０
０

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
と
き
、
他
都
道
府

県
の
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
１
０
０
名
集
ま
る
と
こ

ろ
は
稀
と
知
り
、
あ
ら
た
め
て
兵
庫
県
の
状
況
が
特

別
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

救
急
や
外
来
へ
の
配
置
を
果
た
し

医
療
の
質
向
上
に
さ
ら
に
貢
献
を

│
│
貴
院
の
薬
剤
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
い
か
が

で
す
か
。

平
井　

薬
剤
師
の
病
棟
業
務
は
日
々
高
度
化
し
て
い

ま
す
し
、
院
内
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
も
日
々
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
病
棟

業
務
」
は
服
薬
指
導
が
で
き
て
い
れ
ば
加
算
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
す
で
に
そ
う
い
っ
た
次

元
を
超
え
て
、
「
患
者
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
に
薬
あ

り
」、
「
薬
の
あ
る
と
こ
ろ
に
薬
剤
師
あ
り
」
と
い
っ

た
感
覚
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

│
│
薬
物
療
法
が
高
度
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
医
師

も
薬
剤
師
に
頼
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。

平
井　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
処
方
設
計
に
薬
剤

師
の
意
見
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
薬
剤
部
は
約
80
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
人
員
が
足
り
て
い
な
い
と

感
じ
ま
す
。

　

増
員
に
加
え
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
向
上
の
実
現

を
、
薬
剤
部
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

│
│
増
員
が
か
な
っ
た
場
合
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な

セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
配
置
を
行
う
の
で
す
か
。

平
井　

救
急
、
そ
し
て
外
来
へ
の
配
置
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
救
急
へ
の
薬
剤
師
配
置
の
必

要
性
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
外
来
で
の
持
参
薬

チ
ェ
ッ
ク
も
早
期
に
実
現
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
外
来

で
診
察
前
に
持
参
薬
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
情
報
を
担
当

医
師
に
伝
達
で
き
れ
ば
診
察
の
効
率
、
質
と
も
に
飛

躍
的
に
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
平
井
先
生
の
お
話
に
は
、
「
こ
れ
を
や
れ
ば
診

療
報
酬
が
得
ら
れ
る
か
ら
」
と
い
う
視
点
が
見
え
ま

せ
ん
。

平
井　

そ
う
で
す
ね
、
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
確
か
に
以

前
、
そ
う
い
っ
た
風
潮
の
あ
っ
た
時
代
を
私
も
知
っ

て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
当
院
に
は
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
何
が

必
要
か
を
考
え
、
行
動
し
ま
す
。
的
確
な
取
り
組
み

を
し
て
い
れ
ば
、
診
療
報
酬
は
あ
と
か
ら
で
も
つ
い

て
く
る
も
の
で
し
ょ
う
。

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P12>2 校 2 校 
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テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
薬
物
療
法
は
、

遺
伝
子
解
析
以
外
で
も
成
立
す
る

│
│
病
院
薬
剤
師
の
活
躍
の
場
が
広
が
る
流
れ
は
、

こ
こ
当
分
つ
づ
き
そ
う
で
す
ね
。

平
井　

こ
れ
ま
で
の
薬
剤
師
は
、
処
方
せ
ん
を
受
け

取
っ
て
か
ら
が
勝
負
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
薬
剤

師
は
、
そ
れ
以
前
に
勝
負
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
際
の
強
力
な
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
が
、
た
と
え

ば
遺
伝
子
情
報
や
遺
伝
子
治
療
技
術
で
す
。

│
│
平
井
先
生
が
研
究
さ
れ
て
い
る
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
薬
物
療
法
の
こ
と
で
す
ね
。

平
井　

広
い
意
味
で
の
、
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス

（Pharm
acogenom

ics

／
薬
理
ゲ
ノ
ム
学
）
に
属

す
る
こ
と
で
す
が
、
私
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
診
療
科
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
薬

物
代
謝
酵
素
、
薬
物
輸
送
担
体
な
ど
の
薬
物
体
内
動

態
を
規
定
す
る
因
子
と
、
治
療
効
果
や
副
作
用
発
現

に
関
与
す
る
各
種
因
子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
遺
伝

子
多
型
や
検
体
中
に
お
け
る
遺
伝
子
発
現
量
等
の
解

析
を
行
い
、
治
療
の
個
別
化
・
最
適
化
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

│
│
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
風
景
を
イ
メ
ー
ジ
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

平
井　

実
際
に
投
与
す
る
以
前
に
、
遺
伝
子
情
報
か

ら
「
こ
の
患
者
さ
ん
に
、
こ
の
薬
物
を
こ
の
量
で
は

効
き
す
ぎ
ま
す
」、
「
こ
の
症
例
の
場
合
、
こ
の
患

者
さ
ん
に
は
こ
ち
ら
の
薬
の
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
」
と
い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

│
│
抗
生
剤
や
抗
が
ん
剤
で
は
、
そ
う
い
っ
た
技
術

が
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

平
井　

た
と
え
ば
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
依
存
性
血
液
凝
固
因
子
合
成
酵
素
の
遺
伝
子
多
型

が
効
果
に
影
響
が
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
で
投
与
計
画
を
個
別
に
テ

ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
抗

が
ん
剤
、
特
に
あ
る
種
の
分
子
標
的
薬
で
は
、
遺
伝

子
の
変
異
の
有
無
が
効
果
を
決
定
し
ま
す
か
ら
、
遺

伝
子
検
査
は
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

薬
剤
師
は
基
本
的
に
情
報
収
集
が
得
意
で
す
か
ら

薬
剤
情
報
と
患
者
さ
ん
の
遺
伝
子
情
報
を
す
り
あ
わ

せ
る
業
務
は
苦
に
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
そ
う
い
っ

た
得
意
技
を
処
方
設
計
に
積
極
的
に
生
か
し
て
い
け

る
わ
け
で
す
。

　
│
│
フ
ァ
ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
テ
ー
ラ
ー
メ

イ
ド
薬
物
療
法
の
確
立
に
は
、
と
て
も
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

伝
統
的
に
進
取
の
気
質
が
あ
る

兵
庫
県
の
病
院
薬
剤
部
と
薬
剤
師

│
│
病
院
薬
剤
師
が
病
棟
業
務
に
進
出
し
、
臨
床
で

活
躍
す
る
状
況
は
薬
剤
師
界
全
体
に
好
影
響
を
与
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
特
に
兵
庫
県
の
病
院

薬
剤
部
は
、
レ
ジ
デ
ン
ト
制
を
他
に
先
駆
け
て
実
施

す
る
な
ど
特
筆
す
べ
き
活
発
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

平
井　

当
院
は
神
戸
薬
科
大
学
の
非
常
勤
職
員
の
立

場
の
薬
剤
師
を
レ
ジ
デ
ン
ト
と
し
て
受
け
入
れ
る
少

々
特
殊
な
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院
や
神
戸
市
立
医
療
セ

ン
タ
ー
中
央
市
民
病
院
も
レ
ジ
デ
ン
ト
制
を
実
施
し

て
お
り
、
兵
庫
県
は
他
県
に
く
ら
べ
て
薬
剤
師
卒
後

研
修
に
積
極
的
で
す
。

│
│
薬
学
教
育
が
６
年
制
に
な
っ
て
ほ
っ
と
一
息
で

は
な
い
。
医
師
が
初
期
臨
床
研
修
を
必
修
化
し
た
よ

う
に
、
卒
後
教
育
の
整
備
が
な
け
れ
ば
薬
剤
師
の
臨

床
で
の
活
躍
は
な
い
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
受
け

取
れ
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
や
神
戸
市
の
関
係
者
の
胸
の
中
に

は
、
少
な
か
ら
ず
そ
う
い
っ
た
思
い
が
共
有
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。

│
│
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
の
施
策
に
任
せ
き
り
で

な
く
、
自
ら
最
善
策
を
探
る
姿
勢
は
、
他
の
都
道
府

県
に
く
ら
べ
際
立
ち
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
の
病
院
薬
剤
師
に
は
進
取
の
気
質
が

伝
統
的
に
あ
る
よ
う
で
、
た
と
え
ば
、
服
薬
指
導
業

務
に
進
出
し
た
の
も
と
て
も
早
か
っ
た
で
す
。
兵
庫

県
病
院
薬
剤
師
会
が
主
催
す
る
「
新
入
局
者
１
泊
研

修
会
」
は
、
県
内
の
病
院
に
入
局
し
た
新
人
薬
剤
師

が
集
ま
り
１
泊
２
日
で
学
び
、
交
流
を
深
め
る
研
修

で
す
が
、
20
年
以
上
前
か
ら
地
道
に
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

隣
を
見
て
身
の
振
り
方
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
方
が
多
い
よ
う
に

思
え
ま
す
。

│
│
県
の
病
院
薬
剤
師
会
が
、
そ
う
い
っ
た
気
風
を

牽
引
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
レ
ジ
デ
ン
ト
制
も
、

兵
庫
県
病
院
薬
剤
師
会
が
意
見
を
一
致
さ
せ
て
進
め

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
井　

兵
庫
県
病
院
薬
剤
師
会
の
活
動
は
き
わ
め
て

活
発
で
す
。
総
会
に
は
毎
年
１
５
０
名
か
ら
２
０
０

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
と
き
、
他
都
道
府

県
の
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
１
０
０
名
集
ま
る
と
こ

ろ
は
稀
と
知
り
、
あ
ら
た
め
て
兵
庫
県
の
状
況
が
特

別
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

救
急
や
外
来
へ
の
配
置
を
果
た
し

医
療
の
質
向
上
に
さ
ら
に
貢
献
を

│
│
貴
院
の
薬
剤
部
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
い
か
が

で
す
か
。

平
井　

薬
剤
師
の
病
棟
業
務
は
日
々
高
度
化
し
て
い

ま
す
し
、
院
内
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
も
日
々
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
病
棟

業
務
」
は
服
薬
指
導
が
で
き
て
い
れ
ば
加
算
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
す
で
に
そ
う
い
っ
た
次

元
を
超
え
て
、
「
患
者
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
に
薬
あ

り
」、
「
薬
の
あ
る
と
こ
ろ
に
薬
剤
師
あ
り
」
と
い
っ

た
感
覚
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

│
│
薬
物
療
法
が
高
度
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
医
師

も
薬
剤
師
に
頼
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。

平
井　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
処
方
設
計
に
薬
剤

師
の
意
見
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
薬
剤
部
は
約
80
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
人
員
が
足
り
て
い
な
い
と

感
じ
ま
す
。

　

増
員
に
加
え
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
向
上
の
実
現

を
、
薬
剤
部
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

│
│
増
員
が
か
な
っ
た
場
合
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な

セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
配
置
を
行
う
の
で
す
か
。

平
井　

救
急
、
そ
し
て
外
来
へ
の
配
置
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
救
急
へ
の
薬
剤
師
配
置
の
必

要
性
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、
外
来
で
の
持
参
薬

チ
ェ
ッ
ク
も
早
期
に
実
現
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
外
来

で
診
察
前
に
持
参
薬
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
情
報
を
担
当

医
師
に
伝
達
で
き
れ
ば
診
察
の
効
率
、
質
と
も
に
飛

躍
的
に
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
平
井
先
生
の
お
話
に
は
、
「
こ
れ
を
や
れ
ば
診

療
報
酬
が
得
ら
れ
る
か
ら
」
と
い
う
視
点
が
見
え
ま

せ
ん
。

平
井　

そ
う
で
す
ね
、
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
確
か
に
以

前
、
そ
う
い
っ
た
風
潮
の
あ
っ
た
時
代
を
私
も
知
っ

て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
当
院
に
は
そ
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
何
が

必
要
か
を
考
え
、
行
動
し
ま
す
。
的
確
な
取
り
組
み

を
し
て
い
れ
ば
、
診
療
報
酬
は
あ
と
か
ら
で
も
つ
い

て
く
る
も
の
で
し
ょ
う
。

ヴォイス ─────── o i ce
編集長対談

【資料】病院薬剤師レジデント制度

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P13>2 校 

日本病院薬剤師会学術第６小委員会HP（http://mss.usindia.com/anket/top.html）に掲示さ
れているレジデント募集登録病院。2013年は病院名青色の病院が募集要項を発表した。

※募集登録病院以外の薬剤師レジデントを導入している病院（編集部調べ）
　国立がん研究センター中央病院・東病院
　千葉大学医学部附属病院
　静岡県立静岡がんセンター
　淀川キリスト教病院
　兵庫県立粒子線医療センター

関東ブロック 近畿ブロック

筑波大学附属病院 京都大学医学部附属病院 

群馬大学医学部附属病院 兵庫県立尼崎病院 

藤沢湘南台病院 兵庫県立淡路病院 

北里大学北里研究所病院 兵庫県立姫路循環器病センター 

国立成育医療研究センター 兵庫医科大学病院 

独立行政法人国立国際医療研究センター病院 兵庫県立がんセンター 

昭和大学病院 兵庫県立柏原病院 

東京女子医科大学病院 神戸市立医療センター中央市民病院 

茨城県立中央病院 兵庫県立加古川医療センター 

北里大学メディカルセンター 神戸大学医学部附属病院 

亀田総合病院 兵庫県立こども病院 

北里大学東病院 兵庫県立光風病院 

横浜新緑総合病院 兵庫県立西宮病院 

北里大学病院 兵庫県立塚口病院 

北陸・東海ブロック 国立循環器病研究センター 

金沢市立病院 市立堺病院 

静岡県立総合病院 中国・四国ブロック

名古屋大学医学部附属病院 愛媛大学医学部附属病院 

九州・沖縄ブロック

福岡大学病院 
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平
井　

た
だ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
薬
物
療
法
は
フ
ァ

ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
の
み
で
確
立
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
子
情
報
に
よ
る
「
予
測
」
の
情

報
は
血
液
や
口
腔
内
粘
膜
の
採
取
で
で
き
ま
す
が
、

加
え
て
、
患
者
さ
ん
の
「
今
の
状
態
」
が
見
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

│
│
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
か
。

平
井　

そ
う
で
す
。
現
在
、
声
が
あ
が
っ
て
い
る
薬

剤
師
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
の
必
要
性

は
、
何
も
薬
剤
師
が
診
断
を
行
う
こ
と
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
物
療
法
の
効
果
を
把
握
す

る
た
め
に
必
要
だ
と
の
意
見
な
の
で
す
。

　

こ
の
点
、
現
状
は
、
ま
だ
薬
剤
師
の
自
覚
が
足
り

な
い
と
感
じ
ま
す
。
医
師
に
、
「
診
断
す
る
つ
も
り

で
す
か
」
と
問
わ
れ
、
「
い
え
、
診
断
で
は
な
く
、

薬
物
療
法
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
の
で

す
」
と
即
答
で
き
る
だ
け
の
理
解
が
な
い
た
め
、
い

ら
ぬ
混
乱
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

│
│
血
圧
な
ど
は
看
護
記
録
を
見
れ
ば
い
い
と
の
意

見
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。

平
井　

じ
か
に
患
者
さ
ん
に
触
れ
て
、
自
ら
の
手
で

測
定
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
た
っ
た
今

の
状
態
を
、
数
値
と
感
触
で
測
っ
て
こ
そ
「
今
の
状

態
」
を
把
握
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

看
取
り
を
通
し
て
医
療
人
と
し
て
も

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
成
長
も

│
│
平
井
先
生
は
２
０
１
２
年
に
は
日
本
緩
和
医
療

薬
学
会
年
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
分
野
に
お

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
発
言
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

平
井　

緩
和
医
療
に
は
、
薬
物
療
法
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
必
須
の
薬
剤
も
多
く
あ
り
、
担
当

の
医
師
も
、
そ
れ
ら
を
使
い
慣
れ
た
方
か
ら
そ
う
で

な
い
方
ま
で
幅
広
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
薬

剤
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
重
要
で
す
。

│
│
２
０
１
２
年
の
日
本
緩
和
医
療
薬
学
会
年
会
は

看
取
り
を
多
く
扱
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
ね
。

平
井　

結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
側
面
も
あ
る
の
で
す

が
、
振
り
返
れ
ば
時
代
の
流
れ
を
良
く
反
映
し
た
内

容
だ
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
を
含
め
た
医
療
人
は
こ
れ
ま
で
、
い
か
に

患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
か
を
第
一
義
に
教
育
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
患
者
さ
ん
の
最

期
を
前
提
に
進
め
る
必
要
の
あ
る
緩
和
ケ
ア
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
分
野
で
、
新
し
い
意
識
が
必
要
で
す
。

　

無
闇
に
命
を
長
ら
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
満
足
で
き
る
最
期
を
迎
え
て
い
た
だ
け
る
か
を
考

え
る
医
療
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
そ
の

学
び
を
通
し
て
薬
剤
師
個
々
が
人
間
的
に
成
長
も
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
患
者
さ
ん
は
人
間
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
が
人
間

と
し
て
人
生
の
終
焉
を
迎
え
る
の
に
立
ち
会
う
。

平
井　

も
ち
ろ
ん
、
薬
剤
師
が
臨
終
の
場
で
脈
を
と

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
を
相
手
に
し
て

い
る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
自
覚
で
き
る
場
面
で
し

ょ
う
。

　

薬
剤
師
は
、
仕
事
柄
つ
い
、
薬
ば
か
り
に
目
が
行

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
本
来
で
あ
れ
ば

人
を
相
手
に
医
療
を
実
行
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
人
の
疾
患
や
処
方
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
人
生

を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
治
療
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
る
べ
き
で
す
。

│
│
と
こ
ろ
で
、
平
井
先
生
は
薬
学
部
を
卒
業
し
た

後
に
す
ぐ
医
学
部
に
再
入
学
し
、
薬
剤
師
免
許
と
医

師
免
許
を
お
持
ち
で
す
。

平
井　

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
１
９
７
４
年
に
薬

学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
み
た
か
っ
た
の
で
す

が
夢
が
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

結
婚
し
た
相
手
が
医
師
の
道
に
進
む
こ
と
を
応
援
し

て
く
れ
た
こ
と
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
、
途
中
、
出

産
子
育
て
も
経
て
10
年
か
け
て
医
学
部
を
卒
業
し
ま

し
た
。

│
│
そ
う
い
っ
た
稀
な
お
立
場
を
、
ど
う
自
己
分
析

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

平
井　

私
自
身
も
薬
剤
師
で
あ
り
医
師
で
あ
る
と
い

う
立
場
は
稀
少
な
、
と
て
も
価
値
あ
る
も
の
と
感
じ

ま
す
。
両
方
の
分
野
に
足
場
を
持
つ
者
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
、
医
学
界
や
医
療
界
に
貢
献
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

現
在
、
当
院
内
で
も
薬
剤
師
と
医
師
の
橋
渡
し
は

私
の
大
切
な
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
橋
渡
し
と
は
、
具
体
的
に
は
？

平
井　

薬
物
療
法
に
際
し
て
薬
剤
師
は
有
効
性
、
安

全
性
を
重
視
し
副
作
用
の
発
現
に
神
経
を
尖
ら
せ
ま

す
。
一
方
医
師
に
は
、
極
論
す
れ
ば
「
治
癒
す
る
の

な
ら
、
時
に
は
副
作
用
も
い
た
し
か
た
な
い
」
と
い

っ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
。

　

両
者
が
き
ち
ん
と
意
思
の
疎
通
を
し
、
最
高
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は

上
が
り
ま
せ
ん
。

│
│
そ
う
い
う
部
分
で
、
ど
ち
ら
の
視
点
も
持
つ
平

井
先
生
が
薬
剤
部
部
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

役
立
つ
の
で
す
ね
。

平
井　

つ
ま
り
は
チ
ー
ム
医
療
で
、
当
然
と
言
え
ば

当
然
の
取
り
組
み
な
の
で
す
が
、
私
の
よ
う
な
立
場

の
者
が
い
る
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
て
当
院
の
医

療
の
質
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
局
は
、
健
康
な
人
を
支
え

「
街
の
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

│
│
保
険
薬
局
へ
の
評
価
と
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

平
井　

保
険
薬
局
は
在
宅
医
療
の
分
野
で
の
貢
献
を

期
待
さ
れ
て
お
り
、
薬
剤
師
な
ら
で
は
の
活
躍
が
い

く
つ
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
患
者
さ
ん
の
い
る
お
宅
に
お
邪
魔
し

て
薬
物
療
法
に
参
加
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、
お
宅

で
看
護
に
参
加
し
な
が
ら
、
体
調
を
崩
し
が
ち
な
ご

家
族
の
健
康
を
支
え
る
こ
と
も
、
薬
剤
師
に
な
ら
で

き
る
の
で
す
か
ら
。

　

ま
た
、
保
険
薬
局
に
は
病
人
の
治
療
へ
の
参
加
以

上
に
、
今
健
康
な
人
が
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
も
っ
と
大
き
な
貢
献
を
期
待
し
ま
す
。

学
校
で
健
康
教
育
に
参
加
し
た
り
、
風
邪
薬
を
買
い

に
来
る
だ
け
の
健
康
な
お
客
様
に
、
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
の
健
康
教
育
を
し
た
り
。
「
街
の
ヘ
ル
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
頼
ら
れ
る

よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

│
│
昔
の
日
本
で
は
、
薬
局
に
は
そ
う
い
う
存
在
感

が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
現
在
は
皆
無
な
の
が

残
念
で
す
。

平
井　

そ
う
い
う
部
分
を
再
構
築
す
る
と
考
え
る
と

本
当
に
保
険
薬
局
の
世
界
は
可
能
性
で
い
っ
ぱ
い
で

や
り
甲
斐
に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
私
が
在
籍

し
て
い
た
ら
、
「
あ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
」、
「
こ
れ

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
わ
く
わ
く
の
し
通
し
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

│
│
保
険
薬
局
と
病
院
薬
剤
部
が
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
も
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
か
と

思
い
ま
す
。

平
井　

同
感
で
す
。
実
際
に
当
院
で
も
、
外
来
で
処

方
し
た
抗
が
ん
剤
の
モ
ニ
タ
ー
を
保
険
薬
局
で
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
当
院
が
得
る
と
い

う
ス
キ
ー
ム
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
疾
患
に

か
か
わ
ら
ず
、
保
険
薬
局
と
病
院
薬
剤
部
が
シ
ー
ム

レ
ス
に
連
携
で
き
る
関
係
は
、
地
域
の
医
療
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
で
す
。

│
│
最
後
に
、
医
療
の
現
場
の
薬
剤
師
に
エ
ー
ル
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。

平
井　

病
院
勤
務
で
あ
ろ
う
と
保
険
薬
局
勤
務
で
あ

ろ
う
と
、
薬
剤
師
と
い
う
仕
事
、
薬
剤
師
と
い
う
仕

事
人
生
は
楽
し
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
、
誰
か
を
喜
ば
せ

ら
れ
る
楽
し
さ
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る
こ

と
の
楽
し
さ
。

　

が
ん
ば
れ
ば
が
ん
ば
っ
た
分
だ
け
、
そ
う
い
っ
た

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
と
信
じ
て
、
こ
の
仕
事
に
人

生
を
賭
け
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

PROFILE
（ひらい・みどり）
1974年に京都大学薬学部を卒業後、神戸大学医学部に入
学し1985年に卒業、同年医師免許を取得した。1990年に
同博士課程を修了し、神戸大学医学部附属病院薬剤部の文
部技官を経て、京都大学医学部附属病院薬剤部に助手と
して採用。1995年から神戸薬科大学に助教授として赴任、
2002年に臨床薬学教授となる。2007年から神戸大学医学
部教授、神戸大学医学部附属病院薬剤部部長

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P14>2 校 2 校 
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平
井　

た
だ
、
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
薬
物
療
法
は
フ
ァ

ー
マ
コ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
の
み
で
確
立
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
遺
伝
子
情
報
に
よ
る
「
予
測
」
の
情

報
は
血
液
や
口
腔
内
粘
膜
の
採
取
で
で
き
ま
す
が
、

加
え
て
、
患
者
さ
ん
の
「
今
の
状
態
」
が
見
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

│
│
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
す
か
。

平
井　

そ
う
で
す
。
現
在
、
声
が
あ
が
っ
て
い
る
薬

剤
師
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
の
必
要
性

は
、
何
も
薬
剤
師
が
診
断
を
行
う
こ
と
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
物
療
法
の
効
果
を
把
握
す

る
た
め
に
必
要
だ
と
の
意
見
な
の
で
す
。

　

こ
の
点
、
現
状
は
、
ま
だ
薬
剤
師
の
自
覚
が
足
り

な
い
と
感
じ
ま
す
。
医
師
に
、
「
診
断
す
る
つ
も
り

で
す
か
」
と
問
わ
れ
、
「
い
え
、
診
断
で
は
な
く
、

薬
物
療
法
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
の
で

す
」
と
即
答
で
き
る
だ
け
の
理
解
が
な
い
た
め
、
い

ら
ぬ
混
乱
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

│
│
血
圧
な
ど
は
看
護
記
録
を
見
れ
ば
い
い
と
の
意

見
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。

平
井　

じ
か
に
患
者
さ
ん
に
触
れ
て
、
自
ら
の
手
で

測
定
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
た
っ
た
今

の
状
態
を
、
数
値
と
感
触
で
測
っ
て
こ
そ
「
今
の
状

態
」
を
把
握
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

看
取
り
を
通
し
て
医
療
人
と
し
て
も

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
成
長
も

│
│
平
井
先
生
は
２
０
１
２
年
に
は
日
本
緩
和
医
療

薬
学
会
年
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
分
野
に
お

い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
発
言
を
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

平
井　

緩
和
医
療
に
は
、
薬
物
療
法
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
必
須
の
薬
剤
も
多
く
あ
り
、
担
当

の
医
師
も
、
そ
れ
ら
を
使
い
慣
れ
た
方
か
ら
そ
う
で

な
い
方
ま
で
幅
広
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
薬

剤
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
重
要
で
す
。

│
│
２
０
１
２
年
の
日
本
緩
和
医
療
薬
学
会
年
会
は

看
取
り
を
多
く
扱
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
ね
。

平
井　

結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
側
面
も
あ
る
の
で
す

が
、
振
り
返
れ
ば
時
代
の
流
れ
を
良
く
反
映
し
た
内

容
だ
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
を
含
め
た
医
療
人
は
こ
れ
ま
で
、
い
か
に

患
者
さ
ん
の
命
を
救
う
か
を
第
一
義
に
教
育
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
患
者
さ
ん
の
最

期
を
前
提
に
進
め
る
必
要
の
あ
る
緩
和
ケ
ア
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
分
野
で
、
新
し
い
意
識
が
必
要
で
す
。

　

無
闇
に
命
を
長
ら
え
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
い
か

に
満
足
で
き
る
最
期
を
迎
え
て
い
た
だ
け
る
か
を
考

え
る
医
療
。
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
そ
の

学
び
を
通
し
て
薬
剤
師
個
々
が
人
間
的
に
成
長
も
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
患
者
さ
ん
は
人
間
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
が
人
間

と
し
て
人
生
の
終
焉
を
迎
え
る
の
に
立
ち
会
う
。

平
井　

も
ち
ろ
ん
、
薬
剤
師
が
臨
終
の
場
で
脈
を
と

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
を
相
手
に
し
て

い
る
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
自
覚
で
き
る
場
面
で
し

ょ
う
。

　

薬
剤
師
は
、
仕
事
柄
つ
い
、
薬
ば
か
り
に
目
が
行

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
本
来
で
あ
れ
ば

人
を
相
手
に
医
療
を
実
行
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
人
の
疾
患
や
処
方
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
人
生

を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
治
療
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
る
べ
き
で
す
。

│
│
と
こ
ろ
で
、
平
井
先
生
は
薬
学
部
を
卒
業
し
た

後
に
す
ぐ
医
学
部
に
再
入
学
し
、
薬
剤
師
免
許
と
医

師
免
許
を
お
持
ち
で
す
。

平
井　

き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
１
９
７
４
年
に
薬

学
部
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
み
た
か
っ
た
の
で
す

が
夢
が
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

結
婚
し
た
相
手
が
医
師
の
道
に
進
む
こ
と
を
応
援
し

て
く
れ
た
こ
と
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
、
途
中
、
出

産
子
育
て
も
経
て
10
年
か
け
て
医
学
部
を
卒
業
し
ま

し
た
。

│
│
そ
う
い
っ
た
稀
な
お
立
場
を
、
ど
う
自
己
分
析

し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

平
井　

私
自
身
も
薬
剤
師
で
あ
り
医
師
で
あ
る
と
い

う
立
場
は
稀
少
な
、
と
て
も
価
値
あ
る
も
の
と
感
じ

ま
す
。
両
方
の
分
野
に
足
場
を
持
つ
者
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
、
医
学
界
や
医
療
界
に
貢
献
で
き
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

現
在
、
当
院
内
で
も
薬
剤
師
と
医
師
の
橋
渡
し
は

私
の
大
切
な
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
橋
渡
し
と
は
、
具
体
的
に
は
？

平
井　

薬
物
療
法
に
際
し
て
薬
剤
師
は
有
効
性
、
安

全
性
を
重
視
し
副
作
用
の
発
現
に
神
経
を
尖
ら
せ
ま

す
。
一
方
医
師
に
は
、
極
論
す
れ
ば
「
治
癒
す
る
の

な
ら
、
時
に
は
副
作
用
も
い
た
し
か
た
な
い
」
と
い

っ
た
考
え
が
あ
り
ま
す
。

　

両
者
が
き
ち
ん
と
意
思
の
疎
通
を
し
、
最
高
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は

上
が
り
ま
せ
ん
。

│
│
そ
う
い
う
部
分
で
、
ど
ち
ら
の
視
点
も
持
つ
平

井
先
生
が
薬
剤
部
部
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

役
立
つ
の
で
す
ね
。

平
井　

つ
ま
り
は
チ
ー
ム
医
療
で
、
当
然
と
言
え
ば

当
然
の
取
り
組
み
な
の
で
す
が
、
私
の
よ
う
な
立
場

の
者
が
い
る
利
点
を
最
大
限
に
生
か
し
て
当
院
の
医

療
の
質
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
局
は
、
健
康
な
人
を
支
え

「
街
の
ヘ
ル
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に

│
│
保
険
薬
局
へ
の
評
価
と
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

平
井　

保
険
薬
局
は
在
宅
医
療
の
分
野
で
の
貢
献
を

期
待
さ
れ
て
お
り
、
薬
剤
師
な
ら
で
は
の
活
躍
が
い

く
つ
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
患
者
さ
ん
の
い
る
お
宅
に
お
邪
魔
し

て
薬
物
療
法
に
参
加
す
る
の
は
当
然
で
す
が
、
お
宅

で
看
護
に
参
加
し
な
が
ら
、
体
調
を
崩
し
が
ち
な
ご

家
族
の
健
康
を
支
え
る
こ
と
も
、
薬
剤
師
に
な
ら
で

き
る
の
で
す
か
ら
。

　

ま
た
、
保
険
薬
局
に
は
病
人
の
治
療
へ
の
参
加
以

上
に
、
今
健
康
な
人
が
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
も
っ
と
大
き
な
貢
献
を
期
待
し
ま
す
。

学
校
で
健
康
教
育
に
参
加
し
た
り
、
風
邪
薬
を
買
い

に
来
る
だ
け
の
健
康
な
お
客
様
に
、
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
の
健
康
教
育
を
し
た
り
。
「
街
の
ヘ
ル
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
頼
ら
れ
る

よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

│
│
昔
の
日
本
で
は
、
薬
局
に
は
そ
う
い
う
存
在
感

が
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
現
在
は
皆
無
な
の
が

残
念
で
す
。

平
井　

そ
う
い
う
部
分
を
再
構
築
す
る
と
考
え
る
と

本
当
に
保
険
薬
局
の
世
界
は
可
能
性
で
い
っ
ぱ
い
で

や
り
甲
斐
に
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
私
が
在
籍

し
て
い
た
ら
、
「
あ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
」、
「
こ
れ

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
わ
く
わ
く
の
し
通
し
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

│
│
保
険
薬
局
と
病
院
薬
剤
部
が
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
も
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
か
と

思
い
ま
す
。

平
井　

同
感
で
す
。
実
際
に
当
院
で
も
、
外
来
で
処

方
し
た
抗
が
ん
剤
の
モ
ニ
タ
ー
を
保
険
薬
局
で
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
デ
ー
タ
を
当
院
が
得
る
と
い

う
ス
キ
ー
ム
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
疾
患
に

か
か
わ
ら
ず
、
保
険
薬
局
と
病
院
薬
剤
部
が
シ
ー
ム

レ
ス
に
連
携
で
き
る
関
係
は
、
地
域
の
医
療
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
で
す
。

│
│
最
後
に
、
医
療
の
現
場
の
薬
剤
師
に
エ
ー
ル
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。

平
井　

病
院
勤
務
で
あ
ろ
う
と
保
険
薬
局
勤
務
で
あ

ろ
う
と
、
薬
剤
師
と
い
う
仕
事
、
薬
剤
師
と
い
う
仕

事
人
生
は
楽
し
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
楽
し
さ
、
誰
か
を
喜
ば
せ

ら
れ
る
楽
し
さ
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
る
こ

と
の
楽
し
さ
。

　

が
ん
ば
れ
ば
が
ん
ば
っ
た
分
だ
け
、
そ
う
い
っ
た

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
と
信
じ
て
、
こ
の
仕
事
に
人

生
を
賭
け
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ヴォイス ─────── o i ce
編集長対談
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さんて薬局
国立前調剤薬局
くすりの国立前薬局
みのみ薬局
たけがはな薬局
新徳田薬局
神辺調剤薬局
伊勢丘薬局
だいもん薬局
あけぼの薬局
新涯薬局
そよかぜ薬局
松永ファミール薬局
今津薬局
みのり薬局
マロン薬局
三次薬局
第2センター薬局
三次センター薬局
こうぬ薬局
吉田中央薬局
せら薬局

あわ薬局
たかまつ薬局
観音寺薬局

目黒中央薬局
恵比寿中央薬局
目黒三田薬局
大蔵調剤薬局
大蔵薬局
かさい中央薬局

鞍馬口薬局
中央薬局
東山薬局
もみじ薬局
ほんまち薬局
あい薬局
とくい薬局
ながの薬局
こくぶ薬局
はーと薬局
旭ヶ丘薬局
アゼリア薬局

医療センター前薬局
きりん薬局
くにびき薬局
まごころ薬局
すこやか薬局

ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
の

健
康
の
支
え
と
な
る
べ
く
、

ファ
ー
マ
シィ
の

輪
は
広
が
っ
て
行
き
ま
す
。 関東エリア

関西エリア

四国エリア

中国エリア

［関東エリア］

［四国エリア］

花のさと薬局
出雲中央薬局
ひかわ薬局
さかえ薬局
駅前薬局
オレンジ薬局
藤原薬局
くらしき薬局
さにぃ薬局
西大島薬局
せと薬局
しおかぜ薬局
たかや薬局
よりしま薬局
やかげ薬局
宇品神田薬局
ふれあい薬局
尾道薬局
病院前薬局
新高山薬局
あすなろ薬局
いきいき薬局
入船調剤薬局
クレール薬局
すみよし薬局
野上調剤薬局

東京都目黒区上目黒5-32-6 フローラルコート1F
東京都目黒区三田1-11-29 T-2000ビル1F
東京都目黒区三田1-12-24 MT3ビル3F
東京都世田谷区砧3-4-1
東京都世田谷区砧3-4-1
東京都江戸川区東葛西6-27-11 アンダンテビル1F

京都府京都市北区小山下総町44-7 ルセロ鞍馬口1F
京都府京都市中京区壬生東高田町44-1
京都府京都市東山区泉涌寺雀ヶ森町13-14
京都府京都市東山区泉涌寺雀ヶ森町13-16
京都府京都市東山区本町14-260
大阪府大阪市天王寺区筆ヶ崎町2-61
大阪府大阪市中央区徳井町1-3-14 1F
大阪府河内長野市長野町7-7 マイデンハイツ1F
大阪府柏原市旭ヶ丘3-1-68
大阪府藤井寺市岡2-9-15
奈良県香芝市旭ヶ丘2-30-12 リ・フィデルⅠ102
和歌山県和歌山市木ノ本103-3

島根県浜田市浅井町867-3
島根県出雲市国富町833-12
島根県出雲市今市町2078
島根県出雲市武志町733-4
島根県出雲市塩冶町1539-60

島根県出雲市下古志町1125-3
島根県出雲市姫原4-10-2
島根県出雲市斐川町直江4897-3
島根県大田市仁摩町仁万562-1
岡山県岡山市北区奉還町2-1-29 日笠ビル1F
岡山県岡山市北区下中野718-109
岡山県岡山市中区藤原23-22
岡山県倉敷市田ノ上735-4
岡山県倉敷市玉島黒崎3911-5
岡山県笠岡市西大島新田669
岡山県笠岡市横島1944-1
岡山県笠岡市二番町2-11
岡山県井原市高屋町247-1
岡山県浅口市寄島町7543-10
岡山県小田郡矢掛町矢掛2685-1
広島県広島市南区宇品神田1-4-3 オオタビル1F
広島県尾道市栗原町8517-1
広島県尾道市西御所町6-27
広島県尾道市新高山3-1170-109
広島県尾道市新高山3-1170-247
広島県尾道市御調町市106
広島県福山市南本庄3-2-16
広島県福山市入船町2-8-12
広島県福山市御門町3-3-9
広島県福山市住吉町7-28
広島県福山市野上町3-4-32

広島県福山市沖野上町4-23-23
広島県福山市沖野上町4-23-27
広島県福山市沖野上町4-23-28
広島県福山市水呑町1957-2
広島県福山市水呑町3590-1
広島県福山市神辺町新徳田3-542-2
広島県福山市神辺町新徳田3-546-2
広島県福山市伊勢丘6-1-25
広島県福山市大門町3-19-16
広島県福山市曙町3-20-21-1
広島県福山市新涯町1-5-40
広島県福山市南手城町2-4-19
広島県福山市松永町4-1-4 駅前ロータリーマンション1F
広島県福山市今津町2-2-10
広島県福山市今津町2-3-9
広島県府中市栗柄町2203-1
広島県三次市十日市中2-13-1
広島県三次市東酒屋町天狗松549-1
広島県三次市東酒屋町586-5
広島県三次市甲奴町本郷636-11
広島県安芸高田市吉田町吉田3782-8
広島県世羅郡世羅町本郷822-13

徳島県徳島市佐古八番町2-22
香川県高松市福岡町4-28-30 小竹ビル1F
香川県観音寺市植田町1008-1

［関西エリア］

［中国エリア］

ファーマシィ

（地方公共団体コード順）

3035357_ターンアップ第14号_倉知 IND6<P16>  校 



17   

　薬剤師によるフィジカルアセスメントの是非につい

て、たくさんの意見を聞く。現場で働く一薬剤師とし

ては、目的と手技が正しいのであるならば、薬効副作

用の確認の精度を上げるために文明の利器は利用させ

てほしいと考える。医療人の一員である薬剤師とし

て、「やりたい」というよりは、「当然するべき義務」

という思いがある。尊敬する同胞たちは皆、寸暇を惜

しんでアセスメントスキルを磨き、副作用発現未然回

避など、確かな成果もあがってきている。ただ、社会

に対して「ぜひ、させてください」と要求するには目

的と手技について確かな裏づけが必要であり、今の自

分がその点で胸を張れるかというと正直、語尾が小さ

くなっていく。継続した訓練と、分析能力の精度アッ

プが喫緊の課題だ。

　また、私は、「薬学知識、医療知識の本領発揮のた

めのフィジカルアセスメント」という大いなる命題の

手前に「医療者と患者のコミュニケーションツールと

してのフィジカルアセスメント」も感じている。後者

が主ではなくあくまで付帯価値と理解したうえで、今

の多くの薬剤師にとっての必要性を実感している。

　とても心に残る経験がある。

　だんだんと筋肉が萎縮し筋力低下をきたし、呼吸不

全などで死にいたる神経難病であるALS（筋萎縮性

側索硬化症）の患者さんがいた。年齢は80歳代。出会

ったときにはすでに呼吸状態が悪化し始めていた。リ

ビングウィルで人工呼吸器の造設は希望されず、呼吸

苦の緩和を望まれた。意思の疎通は目線とかすかな口

の動きで。わずかなコミュニケーションではあるが、

こんなふうに歳をとりたい、死が近づいてもこんなふ

うに生きたいと思わせてくださる、とてもチャーミン

グな方だった。不安を和らげたいという娘さんの要望

で、ケアチームみんなで集合写真を撮って、それを枕

元に飾ってくださっていた。しんどいときも、写真を

見てドクターやスタッフの顔を思い出すと安心して楽

になることがあるのだそうだ。日に日に増していく呼

吸苦の中で薬物治療も難渋した。苦しくて不安で、ド

クターに緊急往診依頼があると、ドクターから私の携

帯に電話が入り、薬の緊急配達になる。ドクターと入

れ違いに訪問し緊急の薬を使い、効果は見られるか、

急性の副作用が現れることはないか、しばらく患者さ

んの枕元ですごす。呼吸は落ち着いたようだが、患者

さんの眉間のしわが深かった。「ドクターが来る前よ

りは楽そうだけど、不安みたい。握り締めているから

手が真っ白なんです」と、娘さんも心配そうだった。

　パルスオキシメーターを取り出し、「体の中の酸素

を測ってみましょうか？」と提案した。握りしめてい

たこぶしをほどき、しばらく握手をしてから指先に測

定器をつける。酸素飽和度は97％。ドクターのまねを

して「100点中の97点、しっかり酸素が体をまわって

いますよ」と伝えると、患者さんの眉間がふっとゆる

み、笑顔を見せた。それを見て娘さんもにっこりして

くださった。手の中の測定器に心の中で「Good Job！」

と言った。指先での酸素飽和度測定が、議論されてい

るフィジカルアセスメントにあたるかどうかはいった

ん棚に上げて、患者さんと家族の不安のケアをあのと

き確かに測定器が果たした。そして、手を握るという

行為をケアの延長線上でとても自然に薬剤師が行い、

わずかながらもプラスの成果を体験できたのである。

株式会社ファーマシィ　山根暁子

第３回
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制
を
築
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

し
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
重
複
受
診
防
止

健
康
に
す
ご
す
年
月
を
延
ば
し

介
護
期
間
を
短
く
す
れ
ば

５
兆
円
の
医
療
費
が
抑
制

　
最
近
は
医
療
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
方

に
も
認
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
健
康
寿
命
」
と

い
う
概
念
は
、
2
0
0
0
年
に
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
提
唱
し
ま
し
た
。
「
日
常
生
活
が

健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
ず
に
生
活
で
き
る
期

間
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康

寿
命
を
差
し
引
い
た
年
数
が
、
病
気
な
ど
で
介
護

を
必
要
と
す
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
男

性
が
約
９
年
、
女
性
が
約
12
年
（
2
0
1
0
年
時

点
）。
こ
の
差
を
縮
め
れ
ば
医
療
費
節
減
に
つ
な

が
る
の
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
、
現
在

の
医
療
政
策
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
（
以

下
、
厚
労
省
）
は
２
０
１
３
年
９
月
、
「
国
民
の

健
康
寿
命
が
延
伸
す
る
社
会
」
に
向
け
た
予
防
・

健
康
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
の
概
要
（
以
下
、

概
要
）
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
実
施
す
る
政

策
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
2
0
2
5
年
に
医
療

・
介
護
費
を
約
５
兆
円
規
模
で
抑
制
す
る
な
ど
具

体
的
な
目
標
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

高
齢
者
と
現
役
世
代

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

効
果
的
な
予
防
策
を

　
高
齢
者
の
介
護
予
防
策
と
し
て
は
、
介
護
・
医

療
情
報
の
「
見
え
る
化
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
概

要
で
は
、
ま
ず
は
、
厚
労
省
が
、
要
介
護
認
定
に

関
す
る
デ
ー
タ
と
介
護
保
険
で
処
理
さ
れ
て
い
る

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、
実
際
の
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
た
デ
ー
タ
を
つ
き
合
わ
せ
た
介
護
保
険
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
、
介
護
に
か
か
わ

る
地
域
別
の
傾
向
や
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
分
析
結
果
か
ら
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
介
護
予
防
策
を
立
案
し
、
厚
労
省
が
都

道
府
県
と
連
携
し
な
が
ら
具
体
的
な
支
援
を
行
え

ば
効
率
的
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
増
え
つ
づ
け
る
認
知
症
患
者
へ
の
早
期

支
援
は
必
須
。
概
要
で
は
、
精
神
病
床
に
入
院
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
土

地
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
を
創
設
し
、
患
者
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
体

医
療
費
節
減
に
必
要
な
の
は

「
健
康
寿
命
」の
延
伸
と

後
発
医
薬
品
の
推
進

分間でわかる
医療行政

第10回
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制
を
築
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
拡
充
し

地
域
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
認
知
症
対
策
を
促
進
す

る
ほ
か
、
認
知
症
の
早
期
診
断
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
の
専
門
医
療
機
関
の
整
備
に
も
触
れ
て
い

ま
す
。

　

概
要
で
と
り
上
げ
て
い
る
の
は
高
齢
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
役
世
代
に
対
し
て
も
施
策
を

打
ち
出
し
、
将
来
的
に
“
健
康
な
高
齢
者
”
を
増

や
す
た
め
の
措
置
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
と
し
て
、
レ
セ
プ
ト
や
健
診
情
報
の
デ
ー
タ

を
用
い
た
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」
の
推
進
が
あ
り
ま

す
。
診
療
や
健
診
の
デ
ー
タ
か
ら
、
医
療
保
険
者

に
対
す
る
保
健
指
導
や
、
受
診
勧
奨
を
効
率
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
結
果
得
ら
れ
た
効
果
の
エ

ビ
デ
ン
ス
も
集
積
し
ま
す
。

　

Q
O
L
を
低
下
さ
せ
、
健
康
寿
命
を
脅
か
す
生

活
習
慣
病
に
対
し
て
は
、
特
定
検
診
や
、
特
定
保

健
指
導
を
強
化
す
る
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・
予

備
軍
の
減
少
や
、
糖
尿
病
患
者
の
増
加
抑
制
、
重

症
化
阻
止
が
ね
ら
い
で
す
。

薬
剤
費
節
減
の
切
り
札
は

後
発
医
薬
品
の
推
進

薬
剤
師
の
役
割
は
大
き
い

　

と
こ
ろ
で
、
【
資
料
】
内
に
も
記
載
が
あ
る
と

お
り
、
概
要
で
は
国
民
の
健
康
維
持
と
同
時
に
、

医
療
・
介
護
費
の
抑
制
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の

目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
抑
制
へ
の
寄
与
で
大
き
い
の
が
、
薬
剤

費
の
節
減
で
す
。
そ
こ
で
、
厚
労
省
で
は
後
発
医

薬
品
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、
約
１
兆
円
の
節
減
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
「
後
発
医
薬
品
の
さ
ら
な
る
使

用
促
進
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
本
誌
第
11

号
参
照
）
に
も
と
づ
き
、
薬
剤
師
を
含
む
医
療
者

と
、
国
民
双
方
に
向
け
た
理
解
増
進
と
、
品
質
に

対
す
る
信
頼
性
の
確
保
を
進
め
る
計
画
で
す
。

　

さ
ら
に
I
C
T
を
利
用
し
た
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
重
複
検
査
や
重
複
服
薬
の
洗
い
出

し
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
重
複
受
診
防
止

を
推
し
進
め
る
施
策
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

概
要
に
は
、
具
体
的
に
明
記
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
仮
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
（
本
誌
第
12
号
参
照
）
の
も
と
に
行
わ
れ

る
と
す
れ
ば
、
医
療
機
関
と
保
険
薬
局
の
情
報
共

有
が
進
み
、
特
に
薬
の
適
正
使
用
の
点
で
薬
局
薬

剤
師
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
し
ょ
う
。

健
康
に
す
ご
す
年
月
を
延
ば
し

介
護
期
間
を
短
く
す
れ
ば

５
兆
円
の
医
療
費
が
抑
制

　

最
近
は
医
療
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
方

に
も
認
識
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
健
康
寿
命
」
と

い
う
概
念
は
、
2
0
0
0
年
に
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
提
唱
し
ま
し
た
。
「
日
常
生
活
が

健
康
上
の
問
題
で
制
限
さ
れ
ず
に
生
活
で
き
る
期

間
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康

寿
命
を
差
し
引
い
た
年
数
が
、
病
気
な
ど
で
介
護

を
必
要
と
す
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、
男

性
が
約
９
年
、
女
性
が
約
12
年
（
2
0
1
0
年
時

点
）。
こ
の
差
を
縮
め
れ
ば
医
療
費
節
減
に
つ
な

が
る
の
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
、
現
在

の
医
療
政
策
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
（
以

下
、
厚
労
省
）
は
２
０
１
３
年
９
月
、
「
国
民
の

健
康
寿
命
が
延
伸
す
る
社
会
」
に
向
け
た
予
防
・

健
康
管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
の
概
要
（
以
下
、

概
要
）
を
公
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
実
施
す
る
政

策
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
2
0
2
5
年
に
医
療

・
介
護
費
を
約
５
兆
円
規
模
で
抑
制
す
る
な
ど
具

体
的
な
目
標
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

高
齢
者
と
現
役
世
代

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

効
果
的
な
予
防
策
を

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
策
と
し
て
は
、
介
護
・
医

療
情
報
の
「
見
え
る
化
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
概

要
で
は
、
ま
ず
は
、
厚
労
省
が
、
要
介
護
認
定
に

関
す
る
デ
ー
タ
と
介
護
保
険
で
処
理
さ
れ
て
い
る

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
、
実
際
の
介
護
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
た
デ
ー
タ
を
つ
き
合
わ
せ
た
介
護
保
険
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
、
介
護
に
か
か
わ

る
地
域
別
の
傾
向
や
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
分
析
結
果
か
ら
、
市
町
村
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
介
護
予
防
策
を
立
案
し
、
厚
労
省
が
都

道
府
県
と
連
携
し
な
が
ら
具
体
的
な
支
援
を
行
え

ば
効
率
的
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
増
え
つ
づ
け
る
認
知
症
患
者
へ
の
早
期

支
援
は
必
須
。
概
要
で
は
、
精
神
病
床
に
入
院
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
土

地
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
を
創
設
し
、
患
者
本
人
や
家
族
へ
の
支
援
体

【資料】予防・健康管理に関する主な取り組みと効果額の目標

（厚生労働省「『国民の健康寿命が延伸する社会』に向けた予防・健康管理にかかる取組の推進」より作成）

内容 効果額目標

高齢者への介護予防等の推進
介護・医療情報の「見える化」等を通じた介護予防等のさらなる推進
　　→�地方自治体が地域の実情に応じて効果的、効率的な介護予防・保健事業を行えるよう、地域

単位での介護・医療関連情報の「見える化」等による介護予防等の推進
0.6兆円

認知症早期支援体制の強化
　　→�認知症の人が住み慣れた環境で暮らしつづけられるよう、医療・介護で早期支援体制の構築 0.1兆円

高齢者の肺炎予防の推進
　　→�高齢者の誤嚥性肺炎の予防に向けた口腔ケア、成人用肺炎球菌ワクチン接種の推進 0.8兆円

生涯現役社会の実現に向けた環境整備等
　　→�高齢者と地域社会のニーズの有効なマッチングの仕組みの整備等を支援、シルバー人材セン

ターの活用
━

現役世代からの健康づくり対策の推進
レセプト・健診情報等を活用したデータヘルスの推進
　　→�医療保険者におけるレセプト・健診情報等を活用したデータヘルス計画の策定、効果的な保

健事業の実施

2.4兆円
特定健診・特定保健指導等を通じた生活習慣病予防の推進
　　→�健康づくり大キャンペーン、特定健診とがん検診の同時実施など、健診受診率向上に向けた取

り組みの推進
　　→�メタボ該当者の減少や糖尿病有病者の増加の抑制、糖尿病の重症化予防、非肥満の高血圧者

対策の実施

たばこをやめたい人を支援するたばこ対策の推進
　　→�たばこクイットラインによる禁煙相談や禁煙支援、技術支援の推進

日本人の長寿を支える「健康な食事」の推進
　　→�日本人の長寿を支える「健康な食事」の基準を策定。コンビニ、宅配食業者等と連携した普及

方策の実施
━

がん検診の受診率向上によるがんの早期発見
　　→�特定健診とがん検診の同時実施、被用者保険者と市町村のがん検診情報の共有に向けた連携

の推進
━

医療資源の有効活用に向けた取り組みの推進
後発医薬品の使用促進
　　→�ロードマップの推進、医療保険者による差額通知等の取り組みを拡大 1.0兆円

ICT活用による重複受診・重複検査等の防止
　→�ICTを活用した地域医療等ネットワークの推進、医療保険者において、医療機関と連携しつつレ
セプトデータ等を活用した保健指導の推進

0.1兆円

内容
高齢者への介護予防等の推進
介護・医療情報の「見える化」等を通じた介護予防等のさらなる推進
→地方自治体が地域の実情に応じて効果的、効率的な介護予防・保健事業を行えるよう、地域単位での介護・医療関連情報の
「見える化」等による介護予防等の推進
認知症早期支援体制の強化
→認知症の人が住み慣れた環境で暮らしつづけられるよう、医療・介護で早期支援体制の構築
高齢者の肺炎予防の推進
→高齢者の誤嚥性肺炎の予防に向けた口腔ケア、成人用肺炎球菌ワクチン接種の推進
生涯現役社会の実現に向けた環境整備等
→高齢者と地域社会のニーズの有効なマッチングの仕組みの整備等を支援、シルバー人材センターの活用
現役世代からの健康づくり対策の推進
レセプト・健診情報等を活用したデータヘルスの推進
→医療保険者におけるレセプト・健診情報等を活用したデータヘルス計画の策定、効果的な保健事業の実施
特定健診・特定保健指導等を通じた生活習慣病予防の推進
→健康づくり大キャンペーン、特定健診とがん検診の同時実施など、健診受診率向上に向けた取り組みの推進
→メタボ該当者の減少や糖尿病有病者の増加の抑制、糖尿病の重症化予防、非肥満の高血圧対策の実施
たばこをやめたい人を支援するたばこ対策の推進
→たばこクイットラインによる禁煙相談や煙支援、技術支援の推進
日本人の長寿を支える『健康な食事』の推進
→日本人の長寿を支える『健康な食事』の基準を策定。コンビニ、宅配食業者等と連携した普及方策の実施
がん検診の受診率向上によるがんの早期発見
→特定健診とがん検診の同時実施、被用者保険者と市町村のがん検診情報の共有に向けた連携の推進
医療資源の有効活用に向けた取組の推進
後発医薬品の使用促進
→ロードマップの推進、医療保険者による差額通知等の取り組みを拡大
ＩＣＴ活用による重複受診・重複検査等の防止
→ＩＣＴを活用した地域医療等ネットワークの推進、医療保険者において、医療機関と連携しつつレセプトデータ等を活用した
保健指導の推進
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BOOK
『目覚めよ、薬剤師たち！
　─地域医療を支える薬剤師の使命─』
著：鶴蒔靖夫／発行：IN通信社

　著者の鶴蒔氏は、長寿
ラジオ番組のパーソナリ
ティとしても知られるジ
ャーナリストです。本書
では、まず、行政主導で
進んだ我が国の医薬分業
の歴史を振り返り、その
理想と利点を述べる一
方、薬剤師が調剤業務に
時間をとられ、肝心の患
者とのコミュニケーショ
ンが疎かになっている点
に言及。さらに、高騰す
る医療費を背景に、医薬
分業の費用対効果に疑問

の声があがっており、処方せん調剤だけを行う保険薬局や、患者
のカウンセリングができない薬剤師は、やがてくる薬剤師過剰時
代に生き残れないだろうと指摘します。
　こうした環境の変化に対する取り組みとして、本書後半では、
医薬分業の先駆けとなった保険薬局である株式会社ファーマシィ
の事例を掲載。同社が力を入れる在宅医療支援薬局の活動や、従
来の保険薬局では取り扱われないケースの多かったOTC医薬品
の販売を積極化するためにITシステムを取り入れた薬局など、次
世代型の新しい薬局を紹介しています。

TECHNOLOGY
自動走行で薬を届けるロボット

　パナソニック株式会社は、病院内の薬剤や検体を人手に替わっ
て全自動で搬送する「病院内自律搬送ロボットHOSPI（ホスピ
ー）」の販売を開始しました。
　同社は従来から、メディカルスタッフの業務効率化に着目。松

下記念病院（大阪府守口市）において、医療業務の調査、分析を
行い、薬剤や検体の院内搬送がメディカルスタッフの本来業務の
大きな阻害要因となっていると明らかにし、搬送作業を代替する
ロボット開発に着手しました。そして同院で実証実験を行う中、
ロボットの機能や性能を検証できただけでなく、病院経営への効
果も大きいと判明したのを受けて、本ロボットの市販にいたりま
した。
　同ロボットは、誘導ラインや軌道の敷設工事が不要なので、格
安な導入費と維持費を実現。既築でも新築、増築でも搬送経路を
自由に設計でき、部門配置変更にも柔軟に対応します。エレベー

ターと連動して、
自動乗降するため
多層階の搬送も自
由自在。安定した
姿勢を維持できる
ので、今までの搬
送装置や人手では
難しかった、輸液
薬剤、抗がん剤、
尿検体も現行の荷
姿のまま積載でき
ます。

INFORMATION
PMDAが未承認薬データベース公開

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、ホームペ
ージ上で「未承認薬データベース」の公開を開始しました。
　このデータベースは、厚生労働省の「承認審査等医薬品開発グ
ローバル化対策事業」の一環として、PMDAが同省からの委託を
受けて作成、管理しているものです。
　新薬の迅速な承認を通じてドラッグ・ラグの解消をめざし、欧
米における承認状況をタイムリーに把握、日本国内の状況などと
照らし合わせて未承認薬の状況を適切に把握することを目的とし
ています。
　公開されているのは、米国または欧州で承認されている新有効
成分を含有する医薬品のうち、日本国内では未承認の医薬品の一
覧で、Excelファイルでのダウンロードも可能です。

TOPICS
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薬学部6年制の卒業生が医療の現場で活躍し
はじめた今、薬剤師の新たな社会への貢献に期
待が寄せられています。たとえば、患者さんにより
適切で安全な薬物治療を提供するため、薬剤
師のフィジカルアセスメントが必要だという視点も
そのひとつ。

わたしたちは、一般社団法人日本在宅薬学会
の講習プログラムを導入し、講習会を定期開催
しています。
在宅医療などの現場に積極的に進出し、必要と
あらばバイタルサインをとることもある薬剤師の姿
をイメージし、自己研鑽に励んでいます。

たとえば、フィジカルアセスメント──

患者さんの
期待が

聞こえていますか？

わたしたちは、薬剤師の
医療人としての使命について
考えつづけています。
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［タ－ンアップ］

november／december
2011

［ターンアップ］
創　刊　号

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）理事長

近藤 達也
Voice─編集長対談─
東京薬科大学学長

笹津 備規

科
学
的
な
判
断
を
し
て

医
師
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
いっ
て
ほ
し
い
。

 

│
│ 

近
藤 

達
也

No.１ （2011年11月発行）
PMDA理事長
近藤 達也

No.２ （2012年１月発行）
東大大学院薬学系研究科教授

澤田 康文

january／february
2012

［ターンアップ］
No.2

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
東京大学大学院薬学系研究科医薬品情報学講座教授

澤田 康文
Voice─編集長対談─
財団法人日本薬剤師研修センター理事長

豊島 聰

薬
害
防
止
の
ヒ
ン
ト
を
無
意
識
に

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

 

│
│ 

澤
田 

康
文

No.３ （2012年３月発行）
弁護士

三輪 亮寿

march／april
2012

［ターンアップ］
No.3

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
一般社団法人日本病院薬剤師会顧問弁護士・三輪亮寿法律事務所所長

三輪 亮寿
Voice─編集長対談─
大阪赤十字病院呼吸器科部副部長・がんサポートチーム

吉村 千恵

薬
剤
師
よ
、

顔
を
見
せ
よ
！

 

│
│ 

三
輪 

亮
寿

）
長
治

バックナンバーの
ご紹介

No.６ （2012年９月発行）
全国自治体病院協議会会長

邉見 公雄

september／october
2012

［ターンアップ］
No.6

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
公益社団法人全国自治体病院協議会会長／赤穂市民病院名誉院長

邉見 公雄
Voice─編集長対談─
ファルメディコ株式会社代表取締役社長／外科医

狭間 研至

薬
剤
師
は「
薬
の
鉄
人
」た
れ
。

 

│
│ 

邉
見 

公
雄

No.７ （2012年11月発行）
GRIPSアカデミックフェロー

黒川 清

創刊１周年記念スペシャルインタビュー
政策研究大学院大学アカデミックフェロー／
特定非営利活動法人日本医療政策機構代表理事

黒川 清
Voice─編集長対談─
京都大学大学院医学研究科医療疫学分野教授

福原 俊一

マ
イ
ン
ド
セッ
ト
に
陥
ら
ず

未
来
の
医
療
を
イ
メ
ー
ジ
せ
よ
。

 

│
│ 

黒
川 

清

november／december
2012

［ターンアップ］
No.7

創刊１周年記念号

No.８ （2013年１月発行）
兵庫医療大学学長

松田 暉

january／february
2013

［ターンアップ］
No.8

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
兵庫医療大学学長

松田 暉
Voice─編集長対談─
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科救急薬学分野教授

名倉 弘哲

薬
剤
師
は
、医
療
の
現
場
で

も
っ
と
発
言
権
を
得
る
べ
き
。

 

│
│ 

松
田 

暉

No.９ （2013年３月発行）
福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

march／april
2013

［ターンアップ］
No.9

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
公立大学法人福島県立医科大学理事長兼学長／福島県医師派遣調整監

菊地 臣一
Voice─編集長対談─
新潟大学大学院医歯学総合研究科腎医学医療センター特任教授

丸山 弘樹

被
災
直
後
の
福
島
で
も

社
会
は
現
場
力
の
あ
る

薬
剤
師
を
必
要
と
し
た
。

 

│
│ 

菊
地 

臣
一

）
長
泉

）
長
光
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『ターンアップ』は薬剤師・医療関係の方には無料でお送りします。
ご希望の方は下記にご連絡をください。

また、皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

〒720-0825　広島県福山市沖野上町4-23-27
株式会社ファーマシィ宛
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No.３ （2012年３月発行）
弁護士

三輪 亮寿

No.４ （2012年５月発行）
全社連理事長

伊藤 雅治

may／june
2012

［ターンアップ］
No.4

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
社団法人全国社会保険協会連合会理事長

伊藤 雅治
Voice─編集長対談─
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
医療科学専攻展開医療薬学講座病院薬学分野教授

中嶋 幹郎

で
き
る
だ
け
感
染
者
の
要
望
を
聞
き
、

間
違
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

な
ん
と
か
叶
え
た
い
と
思
っ
た
。

 

─
─ 

伊
藤 

雅
治

No.５ （2012年７月発行）
CPC代表理事

内山 充

july／august
2012

［ターンアップ］
No.5

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
公益社団法人薬剤師認定制度認証機構代表理事

内山 充
Voice─編集長対談─
大阪薬科大学臨床実践薬学研究室准教授

恩田 光子

薬
剤
師
の
仕
事
は
、

「
レ
ギ
ュラ
ト
リ
ー
サ
イ
エン
ス
」そ
の
も
の
。

 

─
─ 

内
山 

充

No.９ （2013年３月発行）
福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

may／june
2013

［ターンアップ］
No.10

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会理事長

丸山 泉
Voice─編集長対談─
株式会社矢野経済研究所主席研究員

遠藤 邦夫

勇
気
を
出
し
て
、も
っ
と

街
に
出
て
いって
く
だ
さ
い
。

 

─
─ 

丸
山 

泉

No.10 （2013年５月発行）
日本プライマリ・ケア連合学会理事長

丸山 泉

No.11 （2013年７月発行）
神戸市立医療センター中央市民病院院長／地方独立
行政法人神戸市民病院機構理事／京都大学名誉教授

北 徹

july／august
2013

［ターンアップ］
No.11

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
神戸市立医療センター中央市民病院院長／
地方独立行政法人神戸市民病院機構理事／京都大学名誉教授

北 徹
Voice─編集長対談─
CDSystem 株式会社代表取締役社長

陳 惠一

ポ
イ
ン
ト
は
一
点
、

患
者
が
ど
う
す
れ
ば

医
療
の
恩
恵
を

最
大
に
受
け
ら
れ
る
か
。

 

─
─ 

北 

徹

No.12 （2013年９月発行）
国立がん研究センター理事長／総長

堀田 知光

september／october
2013

［ターンアップ］
No.12

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
独立行政法人国立がん研究センター理事長／総長

堀田 知光
Voice─編集長対談─
日本大学薬学部実践薬学系医療コミュニケーション学研究室教授

亀井 美和子

薬
物
療
法
の
進
歩
が
著
し
い

が
ん
医
療
。

薬
剤
師
よ
、も
う一歩
前
に
。

 

─
─ 

堀
田 

知
光

No.13 （2013年11月発行）
山梨大学大学院医学工学総合研究部

臨床研究開発学講座特任教授
岩﨑 甫

november／december
2013

［ターンアップ］
No.13

MY OPINION─明日の薬剤師へ─
山梨大学大学院医学工学総合研究部臨床研究開発学講座特任教授

岩㟢 甫
創刊２周年記念特別対談

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）理事長

近藤 達也

日
本
の
医
薬
品
開
発
に
、

も
っ
と
薬
剤
師
の
知
見
を
。

 

─
─ 

岩
㟢 

甫

創刊2周年記念号
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臨床で活躍できる薬剤師を養成するために薬剤師
のレジデント制を導入し、卒後教育を充実させ

ているお話を伺うことができた。薬学教育に６年制が
導入されて久しいが、実務実習をはじめ、コアカリキ
ュラムに課題が山積している。しかし、大学の教育現
場だけに押しつけるのではなく、臨床現場で卒後教育
をしていく体制を病院、薬局問わず構築していかなけ
ればならないと強く感じた。また、薬剤師が本来果た
さなければならない職能は、最近活用され始めている
が、まだまだ途上である。薬を通して患者さんに寄り
添える薬剤師を教育と臨床現場の力で育てていく。そ
のような環境が構築されることを切に願うとともに、
今回、その一端を伺うことができ、とてもうれしく感
じた。� （H.T.）

知らないことを知った楽しさ、誰かを喜ばせた楽
しさ、仲間といっしょにがんばることの楽し

さ。仕事をするうえで忘れがちな楽しさを思い出させ
ていただきました。読者の皆様に、2014年がいろい
ろな楽しさを与えてくれる年でありますことを祈念い
たします。� （K.K.）

早いもので、前回２周年記念号を出させていただ
き、ターンアップは３年目に突入いたしまし

た。まだまだ暗中模索をしながらの編集がつづいてい
ます。いつか、「そういえば、あの冊子にこんなこと
が書いてあったな」と思い出して、進む道のお役に立
てるような内容になることをめざしてがんばってまい
ります。ご意見、ご感想などあれば、お送りいただけ
れば幸いです。� （ほっ）

2013年は個人的に激動の年でありました。2014年は少しは穏やかになってと願う反面、さらなる激
動であっても望むところだという気持ちもあったりし
ます。お馬の年は、どんな１年になるのでしょうか。�
� （シミ）

STAFF
編集長　　　　武田 宏
副編集長　　　及川 佐知枝
編集スタッフ　清水 洋一
　　　　　　　福田 洋祐
デザイン　　　イクスキューズ

オブザーバー　勝山 浩二

制作　　　　　株式会社カレット　www.care-t.co.jp

『ターンアップ』は薬剤師・医療関係の方には無料でお送りします。
ご希望の方は下記にご連絡をください。

また、皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

〒720-0825　広島県福山市沖野上町4-23-27
株式会社ファーマシィ宛
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１９７３年、アメリカ。
すべてはここから始まりました。

国民から尊敬を集める職業──薬剤師
日本でもそうあるべきと信じ、1976年、保険薬局の先駆けとなりました。

武田 宏
代表取締役社長

製薬会社を退職し、将来展
望を固めようと海を渡ったア
メリカで、薬剤師が「市民か
ら尊敬される職業」であるこ
とを知りました。薬剤師資格
を持つ私には夢のような社
会であるアメリカへの憧れ
は、やがて「日本で、薬剤
師本来の役割を果たす」仕
組みづくりへの情熱へと変
わっていったのです。

誠実

継続感謝

Honesty

ContinuationAppreciation

夢を見定めた武田宏が信念を込めて設立した
株式会社ファーマシィは、日本の医薬分業と歩み
を共にし、成長してきました。設立当初より「地域
の皆さまの健康相談窓口」を使命と掲げ、時に
は相談者に「薬の服用より運動を」とアドバイス
することも是とする薬局運営をしています。
21世紀に入り10年以上を経た現在、わたしたち

は「見える薬局・薬剤師」の実践を最大のテー
マに活動しています。
セルフメディケーション支援、OTC販売、在宅に
おける薬の管理など、薬剤師の活躍できるフィール
ドをさらに広げ、地域の多くの方 と々触れ合う機会
を大切にし、新しい薬剤師像、未来の薬局のあり
方を率先してかたちにしていこうと努力しています。
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